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はじめに

『Sun Java Enterprise System 5技術の概要』では、Sun JavaTM Enterprise System (Java ES)
の技術的および概念上の基礎を紹介します。また、Java ESのコンポーネント、アー
キテクチャー、プロセス、および機能についても説明します。

ここでは、Java ESのマニュアルセットで使用される技術的な概念および用語を定義
します。各章の最後の項には、重要な技術用語の説明があります。

対象読者
このマニュアルは、ビジネスアナリスト、システム設計者、フィールドエンジニ
ア、システム管理者などを含む、Java ESに基づいてソフトウェアソリューションを
設計、配備、または保守するユーザー向けに書かれています。

このマニュアルを読むには、次の各技術に関する一定の知識が必要になります。

■ 一般的なネットワークの概念
■ 認証および承認に関連するセキュリティーの基礎
■ Javaプログラミング言語
■ Java 2 Platform, Standard Edition (J2SETMプラットフォーム)コンポーネントおよび

Java 2 Platform, Enterprise Edition (J2EETMプラットフォーム)コンポーネント

内容の紹介
このマニュアルは、次の章で構成されています。

■ 第 1章では、Java ESおよびシステムの使用に関連した作業について紹介します。
■ 第 2章では、Java ESソリューションアーキテクチャーの設計のための、アーキテ
クチャーのフレームワークについて説明し、そのフレームワークに基づいたアー
キテクチャーの例を示します。

■ 第 3章では、Java ESコンポーネントを単一のソフトウェアシステムに統合する上
で重要な役割を担う機能についての情報を提供します。

■ 第 4章では、Java ESソリューションのライフサイクルの各フェーズに関連した、
概念および用語について説明します。
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■ 付録Aでは、Java ESコンポーネントの一覧を示します。

Java Enterprise Systemのマニュアルセット
Java ESシステムのマニュアルセットでは、配備計画およびシステムインストールに
ついて説明します。システムマニュアルのURLは http://docs.sun.com/coll/1286.2

です。Java ESの概要を理解するため、次の表に紹介されているマニュアルを、記載
されている順番に参照してください。Java ESについての情報およびリソース
は、http://www.sun.com/bigadmin/hubs/javaes/からも利用できます。

表 P–1 Java Enterprise Systemのマニュアル

マニュアルタイトル 内容

『Sun Java Enterprise System 5リ
リースノート (UNIX版)』

『Sun Java Enterprise System 5リ
リースノート (Windows版)』

既知の問題など、Java ESに関する最新の情報が記載されてい
ます。これ以外に、コンポーネントごとのリリースノートが
リリースノートコレクションに掲載されています
(http://docs.sun.com/coll/1315.2)。

『Sun Java Enterprise System 5技術
の概要』

Java ESの技術的および概念的な基礎について説明します。コ
ンポーネント、アーキテクチャー、プロセス、および機能に
ついて説明しています。

『Sun Java Enterprise System
Deployment Planning Guide』

Java ESに基づく企業配備ソリューションの計画および設計に
関する情報を提供します。配備の計画および設計に関する基
本的概念と原則を示し、ソリューションのライフサイクルに
ついて説明し、Java ESに基づくソリューションを計画する際
に使用する高度な例と戦略を提供します。

『Sun Java Enterprise System 5イン
ストール計画ガイド』

Java ESの配備に関し、ハードウェア、オペレーティングシス
テム、およびネットワーク面の実装仕様の開発に役立つ情報
を提供します。インストールおよび設定計画を遂行する上で
注意すべきコンポーネントの依存関係などの問題について説
明します。

『Sun Java Enterprise System 5イン
ストールガイド (UNIX版)』

『Sun Java Enterprise System 5イン
ストールガイド (Windows版)』

Java ESのインストール手順について説明します。また、イン
ストール後にコンポーネントを設定する方法、および設定し
たコンポーネントが正常に機能するかどうかを確認する方法
についても説明します。

『Sun Java Enterprise System 5イン
ストールリファレンス (UNIX
版)』

パラメータの設定についての追加情報や、設定の計画に使用
するワークシートを提供し、SolarisTMオペレーティングシステ
ムおよび Linuxオペレーティング環境でのデフォルトのディレ
クトリおよびポート番号などの参照資料の一覧が記載されて
います。

はじめに
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表 P–1 Java Enterprise Systemのマニュアル (続き)
マニュアルタイトル 内容

『Sun Java Enterprise System 5
アップグレードガイド (UNIX
版)』

『Sun Java Enterprise System 5
Upgrade Guide for Microsoft
Windows』

以前にインストールされたバージョンから、Java ES 5へと
アップグレードする手順を説明します。

『Sun Java Enterprise System 5監視
ガイド (UNIX版)』

各製品でのMonitoring Frameworkの設定方法と、Monitoring
Consoleを使用してリアルタイムデータを参照し、監視規則を
作成する方法を示します。

『Sun Java Enterprise System用語
集』

Java ESドキュメントで使用される用語について説明します。

表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用し
ます。

表P–2 表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレクトリ
名、画面上のコンピュータ出力、コード例
を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -aを使用してすべてのファイ
ルを表示します。

machine_name% you have mail.

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上のコン
ピュータ出力と区別して示します。

machine_name% su

Password:

aabbcc123 変数を示します。実際に使用する特定の名
前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm

filenameと入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャー・ユー
ザーズガイド』を参照してくだ
さい。

「」 参照する章、節、ボタンやメニュー名、強
調する単語を示します。

第 5章「衝突の回避」を参照し
てください。

この操作ができるのは、「スー
パーユーザー」だけです。

はじめに
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表 P–2 表記上の規則 (続き)
字体または記号 意味 例

\ 枠で囲まれたコード例で、テキストがペー
ジ行幅を超える場合に、継続を示します。 sun% grep ‘^#define \

XV_VERSION_STRING’

コード例は次のように表示されます。

■ Cシェル

machine_name% command y|n [filename]

■ Cシェルのスーパーユーザー

machine_name# command y|n [filename]

■ BourneシェルおよびKornシェル

$ command y|n [filename]

■ BourneシェルおよびKornシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]

[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。

マニュアル、サポート、およびトレーニング

Sunのサービス URL 内容

マニュアル http://jp.sun.com/documentation/ PDF文書およびHTML文書を
ダウンロードできます。

はじめに
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Sunのサービス URL 内容

サポートおよび
トレーニング

http://jp.sun.com/supportraining/ 技術サポート、パッチのダウ
ンロード、および Sunのト
レーニングコース情報を提供
します。

はじめに
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Java Enterprise Systemの概要

Sun JavaTM Enterprise System (Java ES)は、ネットワークを介して、またはインター
ネット環境で分散しているエンタープライズ版アプリケーションをサポートするた
めに必要なサービスを提供する一連のソフトウェアコンポーネントです。このよう
なアプリケーションを「分散型のエンタープライズアプリケーション」と呼びま
す。このマニュアルでは Java ESのソフトウェアコンポーネントとコンポーネントが
提供するサービスに重点を置いています。

この章では、Java ESおよびシステムの使用に関連する作業を紹介します。この章
は、次の節で構成されます。

■ 17ページの「Java ESが必要な理由」
■ 19ページの「Java ESコンポーネント」
■ 24ページの「Sun Java Suitesのコンポーネント」
■ 27ページの「Java ESでの作業」
■ 32ページの「この章の重要な用語」

Java ESが必要な理由
現在のビジネスでは、ネットワークまたはインターネット環境を介して分散する、
高いレベルのパフォーマンス、可用性、セキュリティー、スケーラビリティー、お
よび保守性を備えたソフトウェアソリューションが必要とされています。

Java ESでは、このような分散型のエンタープライズアプリケーション、つまり、通
常次のような特徴を持つアプリケーションをサポートするために必要なインフラス
トラクチャーサービスを提供します。

■ 分散型:アプリケーションは、地理的に離れたサイトも含むネットワーク環境に
わたって配備された対話型のソフトウェアコンポーネントで構成されています。
環境内のさまざまなコンピュータ上で動作するこれらの分散型コンポーネント
は、互いに連携して動作することで、エンドユーザーおよびその他のビジネスア
プリケーションに対して特定のビジネス機能を提供します。

1第 1 章
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■ エンタープライズ版:アプリケーションの適用範囲と規模が、本稼働環境または
インターネットサービスプロバイダのニーズを満たしています。このアプリケー
ションは通常、企業全体に及んでおり、多くの部門、オペレーション、およびプ
ロセスを 1つのソフトウェアシステムに統合します。アプリケーションは、パ
フォーマンス、可用性、セキュリティー、スケーラビリティー、および保守性に
関する高度なサービス要件を満たす必要があります。

分散型のエンタープライズアプリケーションでは、分散型コンポーネントが互いに
通信できるようにしたり、それらのコンポーネントの動作を調整したり、セキュリ
ティー保護されたアクセスを実装したりする、基盤となるインフラストラク
チャーサービスが必要となります。さらに、これらのインフラストラクチャーサー
ビスは、コンピュータやネットワークリストから成るハードウェア環境によってサ
ポートされます。このハードウェア環境には、SPARC®と x86 (IntelおよびAMD)の
ハードウェアアーキテクチャーが含まれます。

次の図に、全体的な階層スキーマを示します。Java ESは基本的に、図に示す分散型
インフラストラクチャーサービス層を提供します。

Java ESによって提供される主なサービスには、以下のものがあります。

■ ポータルサービス:これらのサービスを使用すると、従業員、在宅勤務者、知識
労働者、パートナ企業、仕入先、および顧客が、企業ネットワーク内外から企業
のリソースにアクセスできます。これらのサービスは、ユーザーコミュニティー
に対する時間と場所を問わないアクセス、配信の個人用にカスタマイズされた統
合、集約、セキュリティー、モバイルアクセス、および検索の機能を提供しま
す。

■ 通信サービスと共同作業サービス:これらのサービスは、多様なユーザーコ
ミュニティー間で情報を安全に交換することを可能にします。具体的な機能に
は、ユーザーのビジネス環境で使用する、インスタントメッセージング、会議、
カレンダのスケジューリングなどのメッセージング機能によるリアルタイムの共
同作業があります。

図 1–1 分散型のエンタープライズアプリケーションに必要なサポート

Java ESが必要な理由
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注 –このマニュアルでは、Sun Java Communications Suiteのコンポーネントについ
て参照します。これらのコンポーネントは、Java ESコンポーネントに依存してお
り Java ES配備アーキテクチャー内で使用されます。コミュニケーションコンポー
ネントおよびコラボレーションコンポーネントは、Java ESには含まれません。

■ ネットワークアイデンティティーおよびセキュリティーサービス:グローバル
ベースのすべてのコミュニティー、アプリケーション、サービスの間で適切なア
クセス制御が確実に適用されるようにすることで、企業の主要な情報資産のセ
キュリティーと保護を向上させます。これらのサービスは、アイデンティティー
プロファイル、アクセス権、およびアプリケーションとネットワークのリソース
情報の格納と管理に使用されるリポジトリと連動します。

■ Webコンテナサービスとアプリケーションサービス:これらのサービスは、分散
型コンポーネントが実行時に互いに通信することを可能にするほか、広範なサー
バー、クライアント、およびデバイス用のアプリケーションの開発、配備、およ
び管理をサポートします。これらのサービスは、J2EE技術に基づいています。

Java ESは、可用性、スケーラビリティー、保守性、およびその他のアプリケー
ションまたはシステムの品質を向上させるサービスも提供します。Java ESによって
提供されるサービス品質の機能には、以下のものがあります。

■ 可用性サービス:これらのサービスは、アプリケーションコンポーネントとそれ
らをサポートするインフラストラクチャーコンポーネントに対して、ほぼ連続的
な可用性を提供します。

■ アクセスサービス:これらのサービスは、Java ESサービスへのインターネットま
たはブラウザベースのアクセスを提供します。

■ 監視サービス:これらのサービスは、Java ESコンポーネントについての情報をリア
ルタイムで提供します。

各サービスがいくつかの Java ESコンポーネントから構成される、1つ以上の Java ES
サービスを配備できます。

Java ESコンポーネント
Java ESは、個別のソフトウェア製品やソフトウェアコンポーネントを単一のソフト
ウェアシステムとして統合化したものです。次のような多数のシステムレベルの機
能によって、これらの統合が可能になりました。

■ 共通に使用される一連の共有ライブラリですべてのコンポーネントの同期をとり
ます。

■ すべての Java ESコンポーネントは、単一のインストーラを使ってインストールさ
れます。

Java ESコンポーネント
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■ 統合された 1つのユーザーアイデンティティーおよびセキュリティー管理システ
ムをすべての Java ESコンポーネントが共有できます。

■ すべての Java ESコンポーネントには、共通の監視フレームワークがあります。

これらの機能については、このマニュアルの後の章で説明します。ここでは、Java
ESに統合されたコンポーネントの説明に重点を置いています。これらのシステムコ
ンポーネントは、次の図に示すように、3つの主要カテゴリに分類できます。

コンポーネントが提供するサービスは、次のとおりです。

■ システムサービスコンポーネント:分散型のエンタープライズアプリケーション
をサポートする主な Java ESインフラストラクチャーサービスを提供します。

■ サービス品質コンポーネント:システムサービスコンポーネントおよび分散型ア
プリケーションコンポーネントの可用性、セキュリティー、スケーラビリ
ティー、保守性、およびその他の要素を向上させます。

■ 共有コンポーネント:多くのシステムサービスコンポーネントおよびサービス品
質コンポーネントを実行する環境を提供します。

Java ESコンポーネントのリストについては、付録Aを参照してください。

システムサービスコンポーネント
いくつかの Java ESコンポーネントが分散型ソフトウェアソリューションをサポート
する主なサービスを提供します。これらのシステムサービスには、システムサービ
スポータルサービス、アイデンティティーサービスとセキュリティーサービス、
Webコンテナサービス、J2EEアプリケーションサービス、および持続サービスが含
まれます。

これらの分散型サービスを提供するシステムサービスコンポーネントとそれらが提
供するサービスをアルファベット順に一覧表示して、簡単に説明したのが、次の表
です。各システムサービスコンポーネントはマルチスレッド対応のサーバープロセ
スであり、多数のクライアントをサポートします。コンポーネントの詳細について
は、73ページの「システムサービスコンポーネント」を参照してください。

図 1–2 Java ESコンポーネントのカテゴリ

Java ESコンポーネント
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表 1–1 Java ESシステムサービスコンポーネント

構成要素 提供されるシステムサービス

Sun Java SystemSun Java
System Access Manager

アクセス管理サービスおよびデジタルアイデンティティー管理サービ
スを提供します。アクセス管理サービスには、シングルサインオンを
含む認証と、アプリケーションまたはサービス、あるいはその両方へ
のアクセスに対するロールに基づく承認が含まれます。管理サービス
には、個々のユーザーアカウント、ロール、グループ、およびポリ
シーの集中管理が含まれます。

Sun Java System Application
Server

セッション Beans、エンティティー Beans、メッセージ駆動型 Beansな
ど、EJB (Enterprise JavaBeansTM)コンポーネントの J2EEコンテナサービ
スを提供します。コンテナは、密接に結合された分散コンポーネント
間の対話に必要なインフラストラクチャーサービスを提供し、
Application Serverを e-コマースアプリケーションおよびWebサービス
を開発および実行するためのプラットフォームにします。Application
ServerはWebコンテナサービスも提供します。

Sun Java System Directory
Server

アイデンティティープロファイル (従業員、顧客、仕入先など)、ユー
ザーの信用情報 (公開鍵の証明書、パスワード、PIN番号)、アクセス
特権、アプリケーションリソース情報、ネットワークリソース情報な
どのイントラネット情報およびインターネット情報を格納および管理
するための中央リポジトリを提供します。

Java DB1 Javaアプリケーションの開発用に、軽量データベースを提供します。
Java DBは、100% Javaテクノロジによるデータベースであるオープン
ソースApache Derbyの、Sunがサポートする配布です。

Sun Java System Message
Queue

緩やかに結合された分散型のコンポーネントやアプリケーション間に
おける、信頼性の高い非同期のメッセージングを提供します。
Message Queueは、JMS (Java Message Service) API仕様を実装しているほ
か、さらにセキュリティー、スケーラビリティー、リモート管理など
のエンタープライズ機能も備えています。

Sun Java System Portal Server ビジネスアプリケーションやビジネスサービスにアクセスするブラウ
ザベースのクライアントに対し、コンテンツの集約や個人用のカスタ
マイズなど、主要なポータルサービスを提供します。Portal Server
は、設定可能な検索エンジンも提供します。

Sun Java System Service
Registry

サービス指向アーキテクチャー (SOA)に対応したWebアプリケー
ションをサポートするレジストリおよびリポジトリを提供します。
Service Registryは、Webサービスを登録および検出するための業界標
準に加え、関連情報や事実、XMLスキーマ、ビジネスプロセスルー
ル、アクセス制御、バージョン管理といったアーティファクトなどを
管理するための業界標準を実装しています。

1 Java ES 5は、Java DBを製品コンポーネントとして含む最初のリリースです。Java DBは最初Derby Databaseという名前の
共有コンポーネントとしてリリースされ、Java ES 2005Q4に含まれていました。

Java ESコンポーネント
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表 1–1 Java ESシステムサービスコンポーネント (続き)
構成要素 提供されるシステムサービス

Sun Java System Web Server Javaサーブレットコンポーネントや JSPTM (JavaServer PagesTM)コンポー
ネントなどの Java Webコンポーネントに対して、J2EETM Webコンテナ
サービスを提供します。Web Serverは、CGIスクリプトや Sun JavaTM

System Active Server Pagesなど、静的および動的なWebコンテンツを配
信するためのその他のWebアプリケーション技術もサポートしていま
す。

サービス品質コンポーネント
Java ESには、表 1–1に示したシステムサービスコンポーネントのほかに、システム
サービスコンポーネントが提供するサービスの品質を高めるためのコンポーネント
がいくつか含まれています。また、サービス品質コンポーネントを使えば、カスタ
ム開発されたアプリケーションサービスも改善できます。サービス品質コンポーネ
ントは次のカテゴリに分類されます。

■ 可用性コンポーネント
■ アクセスコンポーネント
■ 監視コンポーネント

可用性コンポーネント
可用性コンポーネントは、システムサービスコンポーネントおよびカスタムアプリ
ケーションサービスがほぼ連続的に稼動することを可能にします。Java ESに含まれ
る可用性コンポーネントおよびそれらのコンポーネントが提供するサービスを次の
表に示します。各コンポーネントの詳細については、78ページの「可用性コンポー
ネント」を参照してください。

表 1–2 Java ES可用性コンポーネント

構成要素 提供される可用性サービス

High Availability Session
Store

障害発生時でも、アプリケーションのデータ、特にセッション状態
データを利用可能にするデータストアを提供します。

Sun Cluster Java ESの高可用性サービスとスケーラビリティーサービス、Java ESイ
ンフラストラクチャーの最上部で実行されるアプリケーション、およ
びサービスとアプリケーションの両方が配備されるハードウェア環境
を提供します。

Java ESコンポーネント

Sun Java Enterprise System 5技術の概要 • 2007年 3月22



表 1–2 Java ES可用性コンポーネント (続き)
構成要素 提供される可用性サービス

Sun Cluster Geographic
Edition

1
地理的に離れた複数のクラスタを使用し、これらのクラスタ間でデー
タを複製する冗長なインフラストラクチャーを使用することに
よって、予期しない中断からアプリケーションを保護します。Sun
Cluster Geographic Editionソフトウェアは、Sun Clusterソフトウェアを
階層的に拡張したものです。

1 Java ES 5は、Sun Cluster Geographic Editionを Java ES製品コンポーネントとして含む最初のリリースです。

アクセスコンポーネント
アクセスコンポーネントは、システムサービスへのフロントエンドアクセスを可能
にし、多くの場合、エンタープライズファイアウォールの外にあるインターネット
からのセキュリティー保護されたアクセスを可能にします。そのようなアクセスを
可能にすることに加えて、多くの場合、ルーティング機能およびキャッシュ機能も
提供します。Java ESに含まれるアクセスコンポーネントおよびそれらのコンポーネ
ントが提供するサービスを次の表に示します。コンポーネントの詳細については、80
ページの「アクセスコンポーネント」を参照してください。

表 1–3 Java ESアクセスコンポーネント

構成要素 提供されるアクセスサービス

Sun Java System Portal Server
(Secure Remote Accessを含
む)

企業ファイアウォールの外から、内部ポータルを含む Portal Serverの
コンテンツやサービスへの、セキュリティー保護されたインター
ネットアクセスを提供します。

Sun Java System Web Proxy
Server

Webコンテンツをキャッシュ、フィルタリング、および配信する機能
を、送信インターネット要求と受信インターネット要求の両方に対し
て提供します。

監視コンポーネント
Java ESには、リアルタイムのシステム状態とカスタマイズ可能な監視ジョブを提供
する新しい監視機能が含まれています。監視は、Sun Java System Monitoring Console
製品コンポーネントによって実装され、これは Sun Java System Monitoring Framework
共有コンポーネント (shared component)によってサポートされます。詳細は、81ペー
ジの「監視コンポーネント」を参照してください。

共有コンポーネント
Java ESには、多くのシステムサービスコンポーネントおよびサービス品質コンポー
ネントが依存する、ローカルにインストールされる共有ライブラリがいくつか含ま
れています。Java ES共有コンポーネントは、同じホストコンピュータ上で稼働する
Java ES製品コンポーネントにローカルサービスを提供します。

Java ESコンポーネント
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共有コンポーネントは、多くの場合、異なるオペレーティングシステム間の移植性
を提供するために使用されます。Java ES共有コンポーネントの例として、Java 2
Platform, Standard Edition (J2SE)、Netscape Portable Runtime (NSPR)、Network Security
Services (NSS)、Java Security Services for Java (JSS)などがあります。完全な一覧について
は、81ページの「共有コンポーネント」を参照してください。

共有コンポーネントのインストールは、インストール対象のシステムサービスや
サービス品質コンポーネントに応じて、Java ESインストーラによって自動的に行わ
れます。

Sun Java Suitesのコンポーネント
Java ESは、単一のエンドツーエンドのインフラストラクチャーソフトウェア配布と
して、およびクリティカルなビジネスのニーズを満たすことを目的とした個別のス
イート配布としての両方で利用可能です。Java ESには、すべての Java ESコンポーネ
ントが含まれ、一方 Sun Java System Suitesには特定の業務のニーズを満たすものを選
択したコンポーネントのサブセットが含まれます。Java ESインストーラおよびアン
インストーラはすべてのスイート配布に含まれますが、スイート内のコンポーネン
トだけを扱うように軽減されています。すべての共有コンポーネントも、すべての
スイート配布に含まれています。

個々のスイートの内容およびそれぞれのスイートが意図されているビジネス要件
を、次の表に一覧表示します。

Sun Java Suitesのコンポーネント

Sun Java Enterprise System 5技術の概要 • 2007年 3月24



表 1–4 Sun Java Suitesのコンポーネント

スイート ビジネス要件 内容

Sun Java Application Platform
Suite

次世代のサービス指向アー
キテクチャー (SOA)の開
発、配備、および管理

Access Manager

Application Server

Directory Server

HADB

Java DB

Message Queue

Monitoring Console

Portal Server (Secure Remote Accessおよ
びMobile Accessを含む)

Service Registry

Web Proxy Server

Web Server

Sun Java Availability Suite ミッションクリティカルな
アプリケーションの障害回
復および高可用性

Sun Clusterソフトウェア

Sun Clusterエージェント

Sun Cluster Geographic Edition

Sun Java Suitesのコンポーネント
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表 1–4 Sun Java Suitesのコンポーネント (続き)
スイート ビジネス要件 内容

Sun Java Communications Suite
1

セキュリティー保護され信
頼できるメッセージングお
よび共同作業サービス

Access Manager

Application Server

Calendar Server*

Communications Express*

Delegated Administrator*

Directory Server

HADB

Instant Messaging*

Java DB

Message Queue

Messaging Server*

Monitoring Console

Web Proxy Server

Web Server

Sun Java Identity Management
Suite

コンピューティングインフ
ラストラクチャーおよびア
プリケーション環境間の
ユーザーアイデン
ティティー管理

Access Manager

Application Server

Directory Server

HADB

Java DB

Message Queue

Monitoring Console

Web Server
1 アスタリスク (*)のついたコンポーネントはコミュニケーションコンポーネントで、Java ESには含まれなくなった、ま
たは Java ESインストーラを介してはインストールされません。これらのコンポーネントは、Sun Java Communications
Suiteの一部として利用可能です。
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表 1–4 Sun Java Suitesのコンポーネント (続き)
スイート ビジネス要件 内容

Sun Java Web Infrastructure
Suite

小規模から中規模企業向け
のWebアプリケーションお
よびWebサービス

Access Manager

Application Server

Directory Server

HADB

Java DB

Message Queue

Monitoring Console

Service Registry

Web Proxy Server

Web Server

Java ESでの作業
Java ESソフトウェアに基づくビジネスソリューションの作成には、いくつかの標準
的な作業が含まれます。それらの作業の範囲や難易度は、Java ES導入時の出発点
や、作成および配備しようとしているソリューションの性質によって異なります。

ここでは、Java ESでの作業における 2つの側面、つまり、Java ESソリューションの
ライフサイクルと通常使用される導入シナリオについて説明します。

Java ESソリューションのライフサイクル
Java ESソフトウェアに基づくビジネスソリューションの作成に伴う作業は、次の図
に示すように、いくつかのフェーズに分けられます。この図は、作業を通常実行す
る Java ESユーザーのカテゴリも示しています。

Java ESでの作業
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先の図に示すライフサイクルのフェーズは、次の一般的なグループに分類できま
す。

図 1–3 ソリューションライフサイクルのフェーズとユーザーカテゴリ

Java ESでの作業
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■ 配置前:このフェーズでは、ビジネスのニーズを配備シナリオ、つまり論理アー
キテクチャーと一連のサービス品質の要件に変換します。配備シナリオは、配備
アーキテクチャーを設計する仕様としての役割を果たします。

■ 配備:このフェーズでは、配備シナリオに基づいて配備アーキテクチャーを作成
します。このアーキテクチャーをプロジェクト承認および予算設定の基礎として
使用できます。この配備アーキテクチャーは、ソフトウェアソリューションを本
稼動環境に配備 (構築、テスト、および展開)するために必要な詳細情報が含まれ
る実装仕様の基礎にもなります。

■ 配備後:オペレーションフェーズでは、配備されたソリューションを本稼働条件
下で実行し、パフォーマンスを監視および最適化します。また、配備されたソ
リューションを必要に応じてアップグレードし、新しい機能を組み入れます。

図 1–3に示すソリューションのライフサイクルおよび各フェーズの作業について
は、第 4章で詳しく説明します。

図 1–3は、ライフサイクルの各フェーズに示された作業を通常実行する Java ESユー
ザーを示しています。各カテゴリのユーザーのスキルとバックグラウンドは、次の
表のとおりです。

表 1–5 ライフサイクルの作業に関連する Java ESユーザーカテゴリ

ユーザー スキルとバックグラウンド フェーズ

ビジネスプランナ

システムアナリスト

専門的ではなくても、一般的な技術知識を持っている。

企業の戦略上の方向性を理解している。

ビジネスのプロセス、目的、要件を理解している。

ビジネス分析

技術の要件

論理設計

設計者 専門的である。

配備アーキテクチャーの幅広い知識を持つ。

最新の技術に精通している。

ビジネスの要件および制約を理解している。

技術の要件

論理設計

配備設計

システムインテグレータ

フィールドエンジニア

システム管理者

システムマネージャー

専門的である。

IT環境に精通している。

分散型のソフトウェアソリューションを実装した経験があ
る。

ネットワークのアーキテクチャー、プロトコル、デバイ
ス、セキュリティーの知識を持つ。

スクリプト言語およびプログラミング言語の知識を持つ。

配備設計

配備実装

Java ESでの作業
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表 1–5 ライフサイクルの作業に関連する Java ESユーザーカテゴリ (続き)
ユーザー スキルとバックグラウンド フェーズ

特化したシステム管理者

代行管理者

サポートエンジニア

特化した技術知識または製品知識を持つ。

ハードウェア、プラットフォーム、ディレクトリ、および
データベースに精通している。

ソフトウェアの監視、トラブルシューティング、および
アップグレードに熟練している。

オペレーティングシステムプラットフォームのシステムの
管理の知識を持つ。

操作

Java ESの導入シナリオ
Java ESの導入につながるビジネスのニーズは多様です。ただし、ほとんどすべての
Java ES配備のハイレベルな目標は、次のいずれかの導入シナリオに該当します。

■ 新しいシステム:既存のソフトウェアシステムが存在しない状態から、新しいビ
ジネスソリューションをサポートするために Java ESソフトウェアを配備します。

■ 強化:既存の情報技術 (IT)インフラストラクチャーで始め、そのシステムの一
部、大部分、または全部を Java ESソフトウェアで置き換えます。通常は、システ
ムまたはサブシステムが複雑すぎるか、制約が多すぎるか、維持するのに高価で
あるという理由でシステムやサブシステムを置き換えます。たとえば、セキュリ
ティーの向上、高い可用性、スケーラビリティーの向上、柔軟性の向上、複雑さ
の解消、追加機能 (シングルサインオンなど)、または ITリソースの有効利用が必
要であるなどです。

■ 拡張:既存の ITインフラストラクチャーで始め、現在システムに含まれない Java
ESソフトウェアを配備します。通常、新しいビジネスのニーズに対応するため
に、ソフトウェアシステムを拡張します。Java ESポータルによる既存のサービス
の個人用にカスタマイズされた集約や既存のサービスに対する Java認証および承
認などの新しい機能が必要になる場合があります。

■ アップグレード: Java ESの以前のバージョンまたは Java ESよりも前の Sun製品か
ら構成される ITインフラストラクチャーで始め、Java ESコンポーネントの最新の
バージョンにアップグレードします。

各導入シナリオには、それぞれ考慮しなければならない点と克服しなければならな
い点があります。導入シナリオによって、図 1–3で示すライフサイクルの各フェー
ズで対処する必要のある問題や投資する必要のあるリソースが異なります。

導入シナリオには、次に示す考慮事項が程度の差はありますが適用されます。

■ 移行:既存のインフラストラクチャーを新しいソフトウェアで強化またはアップ
グレードするには、多くの場合、既存のシステムから新しいシステムにデータを
移行する必要があります。データは、設定情報、ユーザー情報、アプリケー
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ションの情報などになります。新しいプログラミングインタフェースのために、
ビジネスロジックやプレゼンテーションロジックを移行する必要がある場合もあ
ります。

■ 統合:新しいソフトウェアを既存のシステムに追加したり、既存のソフトウェア
サブシステムを置き換えたりするには、多くの場合、新しいソフトウェアコン
ポーネントを残りのサブシステムに統合する必要があります。統合には、新しい
インタフェースレイヤーの開発、J2EEコネクタまたはリソースアダプタの使用、
既存のコンポーネントの再設定、データ変換スキーマの実装などが含まれます。

■ トレーニング:インフラストラクチャーの変更はほとんどの場合、IT手順やスキ
ルセットの変更を意味します。IT部門は、Java ESテクノロジをサポートするため
の、新しいスキルの習得、または古いスキルの移行のために十分な時間を確保で
きる必要があります。

■ ハードウェア:既存のシステムまたはサブシステムを置き換えたり強化したりす
る場合、ビジネス上の制約により、既存のハードウェアを再利用しなければなら
ない可能性があります。導入シナリオによっては、ハードウェアリソースが重要
な要素になります。

次の表は、Java ESの各導入シナリオに該当する考慮事項の性質を要約しています。

表 1–6 Java ES導入シナリオに関する考慮事項

導入シナリオ Migration 統合 トレーニング ハードウェア

新しいシステム 問題なし 新しいコンポーネント
の統合は比較的簡単

かなりの考慮が必要な
場合がある

機器のコストと労力の
コストのバランス1

強化 重要な考慮事項になる
場合がある

新しいコンポーネント
を既存のシステムと統
合する必要がある

かなりの考慮が必要な
場合がある

既存の機器によるかな
りの制約がある場合が
ある

拡張 通常は問題なし 新しいコンポーネント
を既存のシステムと統
合する必要がある場合
がある

かなりの考慮が必要な
場合がある

通常、新しいシステム
と同じトレードオフの
新しいハードウェアが
必要になる

アップグレード かなりの考慮が必要な
場合がある

アップグレードされた
コンポーネントの統合
は比較的簡単

比較的考慮事項が少な
い

比較的考慮事項が少な
い

1 少数の強力なコンピュータを使用すると、通常、機器のコストは増えますが、必要な ITリソースは少なくなります。
多数の小型のコンピュータを使用すると、通常、機器のコストは少なくなりますが、より多くの ITリソースが必要に
なります。

Java ESでの作業
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この章の重要な用語
この節では、この章で使用されている重要な技術用語について説明します。ここで
は、Java ESの文脈でどのように使用されているかの説明に重点を置いています。

採用シナリオ
(adoption scenario)

Java ESソフトウェアを配備する総合的な理由。着手するソフトウェアシステムや達成す
べき目標を説明します。Java ESには、4つの基本的な導入シナリオがあります。新規シ
ステム、置換、拡張、およびアップグレードの 4つです。

構成要素
(コンポーネント)

分散型アプリケーションを構築するときの基本となるソフトウェアロジックの単位。コ
ンポーネントは、Java ESに含まれるシステムコンポーネント、カスタム開発されたアプ
リケーションコンポーネント (application component)のいずれかになります。通常、アプ
リケーションコンポーネントは、CORBAや J2EEなどの分散型コンポーネントモデルに
準拠していて、特定のコンピューティング機能を実行します。これらのコンポーネント
を単独でまたは複数を組み合わせて、ビジネスサービスを提供します。また、これら
をWebサービスとしてカプセル化することもできます。

分散エンタープライズ
アプリケーション
(distributed enterprise
application)

そのロジックがネットワーク環境またはインターネット環境に及んでおり (分散の側
面)、かつその適用範囲と規模が本稼働環境またはサービスプロバイダのニーズを満た
している (エンタープライズの側面)アプリケーション。

エンドユーザー
(end user)

分散型アプリケーションを利用するユーザー。エンドユーザーは通常、インターネット
ブラウザやモバイルデバイスGUIなどのグラフィカルユーザーインタフェースを使用し
ます。アプリケーションがサポートする同時接続エンドユーザーの数は、そのアプリ
ケーションの配備アーキテクチャー (deployment architecture)を決定する重要な要因の 1
つになります。

サービス 1つ以上のクライアントに対して実行されるソフトウェア機能。この機能は、メモリー
管理など下位レベルのものであることも、信用調査ビジネスサービス (business service)な
どの上位レベルのものであることも考えられます。高レベルサービスは、個々のサービ
スのファミリで構成できます。またサービスには、ローカルクライアントが使用可能な
ローカルサービスや、リモートクライアントが使用可能な分散サービスがあります。

製品コンポーネント Java ESシステムサービスコンポーネントは、主要な Java ESインフラストラクチャーサー
ビスを提供し、サービス品質コンポーネントはこれらのシステムサービスを拡張しま
す。製品コンポーネントは、Java ESインストーラで選択可能です。

サービス品質コンポー
ネント
(service quality
component)

Java ESに含まれる何種類かのシステムコンポーネント (system component)のうちの1つ。
システムサービスコンポーネントおよび分散型アプリケーションコンポーネントの可用
性、セキュリティー、スケーラビリティー、保守性、およびその他の品質を向上させま
す。

共有コンポーネント
(shared component)

Java ESに含まれる何種類かのシステムコンポーネント (system component)のうちの1つ。
ライブラリなどの共有コンポーネントは、ほかのシステムコンポーネントにローカル
サービスを提供します。

この章の重要な用語
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システムコンポーネン
ト
(system component)

Java ESに含まれていて、Java ESインストーラによってインストールされるソフトウェア
パッケージまたは一連のパッケージ。何種類かのシステムコンポーネントがあります。
Java ESインフラストラクチャーサービスを提供する製品コンポーネント、およびローカ
ルサービスを他のシステムコンポーネントに提供する共有コンポーネントです。

システムサービス Java ESによって提供される固有の機能を定義する、1つ以上の分散型サービス。システ
ムサービスは通常、いくつかのサービス品質コンポーネント、またはいくつかの共有コ
ンポーネント、あるいはその両方のサポートを必要とします。

システムサービスコン
ポーネント
(system service
component)

Java ESに含まれる何種類かのシステムコンポーネント (system component)のうちの1つ。
システムサービスコンポーネントは、Java ESの主要なインフラストラクチャーサービス
を提供します。これには、ポータルサービス、アイデンティティーサービスとセキュリ
ティーサービス、Webサービスとアプリケーションサービス、および可用性サービスが
含まれます。

システムサービスコンポーネント
(system service component)
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Java ESソリューションアーキテクチャー

この章では、Java ESソリューションの基礎となるアーキテクチャー概念の概要につ
いて説明します。この章では、コンポーネントである、システムサービスコンポー
ネントおよびサービス品質コンポーネントを使用してどのように分散型エンタープ
ライズソリューションをサポートするかを示します。

Java ESソリューションアーキテクチャーには 2つの側面があります。論理アーキテ
クチャー (logical architecture)と配備アーキテクチャー (deployment architecture)です。
論理アーキテクチャーは、ソリューションの論理的な構築ブロック (ソフトウェアコ
ンポーネント)間の対話を示します。配備アーキテクチャーは、論理アーキテク
チャーから物理的なコンピューティング環境へのマッピングを示します。Java ESコ
ンポーネントは、論理アーキテクチャーと配備アーキテクチャーの両方で重要な役
割を果たします。

この章では、Java ESソリューションのアーキテクチャーの設計のためのアーキテク
チャーのフレームワーク、およびそのフレームワークに基づいたアーキテクチャー
の例について説明します。この章は、次の節で構成されます。

■ 35ページの「Java ESアーキテクチャーのフレームワーク」
■ 50ページの「Java ESソリューションアーキテクチャーの例」
■ 52ページの「この章の重要な用語」

Java ESアーキテクチャーのフレームワーク
Java ESコンポーネントは、分散型ソフトウェアソリューションの配備をサポートし
ます。ビジネス要件によって課されるパフォーマンス、可用性、セキュリティー、
スケーラビリティー、および保守性のレベルで必要な機能を実現するには、これら
のソフトウェアソリューションを適切に設計する必要があります。

エンタープライズ版ソリューションの設計には、アーキテクチャーの次元の多くが
関係します。それらの次元は、そのようなシステムの構築に使用される多数のソフ
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トウェアコンポーネント間の対話をさまざまな観点から見ることができる観点を表
します。特に、分散型システムの設計にはアーキテクチャーの次の 3つの次元が関
係します。

■ インフラストラクチャーサービスの依存関係:この次元では、分散型ソリュー
ションのサポートにおけるシステムサービスコンポーネント (20ページの「シス
テムサービスコンポーネント」を参照)の役割に重点を置いています。

■ 論理層:この次元では、ソリューションコンポーネントをネットワークまたはイ
ンターネット環境に配備するためのソリューションコンポーネントの論理的およ
び物理的な独立性に重点を置いています。

■ サービス品質:この次元では、サービス品質コンポーネント (22ページの「サービ
ス品質コンポーネント」を参照)の役割も含め、可用性、セキュリティー、ス
ケーラビリティー、保守性といったサービス品質の要件をどのようにして実現す
るかに重点を置いています。

ソリューションアーキテクチャーのこれらの 3つの次元を次の図に示します。

これらの 3つの次元によって、ソフトウェアソリューションに必要なサービス機能
とサービス品質の実現に必要な、アプリケーションコンポーネントとインフラスト
ラクチャーコンポーネントの両方の、ソフトウェアコンポーネント間の関係を統合
する単一のフレームワークを表します。

次の各項では、3つの各次元を個別に説明し、その後、3つの次元を 1つのフレーム
ワークに統合して説明します。

図 2–1 Java ESソリューションアーキテクチャーの次元

Java ESアーキテクチャーのフレームワーク
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次元1:インフラストラクチャーサービスの依存関
係
分散型のエンタープライズアプリケーションの対話型ソフトウェアコンポーネント
には、基本となるインフラストラクチャーサービスが必要です。これに基づいて、
分散しているコンポーネント間で相互に通信したり、それぞれの動作を調整した
り、セキュリティー保護されたアクセスを実装することなどが可能になります。こ
こでは、これらのインフラストラクチャーサービスを提供するためにいくつかの
Java ESコンポーネントが果たす主な役割について説明します。

インフラストラクチャーサービスレベル
分散型のソフトウェアシステムを設計する場合、そのほとんどがカスタム開発コン
ポーネントで構成されるか、または追加設定の必要ない Java ESコンポーネントで構
成されるかにかかわらず、多数のインフラストラクチャーサービスを組み込む必要
があります。これらのサービスは、多数のレベルで機能します。

ソリューションアーキテクチャーのインフラストラクチャーサービスの依存関
係を、図 2–2に示します。この図に示されているレベルは、図 1–1のインフラストラ
クチャーサービス層を詳細化したものです。図 2–2のサービス階層とサービス間の
依存関係が、ソリューションの論理アーキテクチャーの重要な次元を構成します。
これらのインフラストラクチャーサービスは、JavaESシステムサービスコンポーネン
ト(20ページの「システムサービスコンポーネント」を参照)の主な論理的根拠にな
ります。

一般的に、次の図に示したサービスは、大きく3つのグループに分けられます。下位
レベルのプラットフォームサービス、上位レベルのアプリケーションサービス、お
よびミドルウェアサービスのグループです。なお、ミドルウェアサービスという名
前は、ほかの 2つのグループの間にあることから付けられたものです。

Java ESアーキテクチャーのフレームワーク
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次に、さまざまなインフラストラクチャーサービスレベルについて説明し、関連す
る場合には Javaプログラミング言語のアーティファクトの参考情報も示します。
図 2–2に示された各サービスレベルについて、最下位レベルから順に説明します。

■ オペレーティングシステムプラットフォーム:コンピュータ上で実行されるすべ
てのプロセスに対し、基本的なサポートを提供します。オペレーティングシステ
ムは、メモリー、スレッド、および Java仮想マシン (JVM)のサポートに必要なそ
の他のリソースに加えて、物理デバイスも管理します。

■ ネットワークトランスポート:異なるコンピュータ上で実行されている分散型ア
プリケーションコンポーネント間での通信に必要な、基本的なネットワークサ
ポートを提供します。これらのサービスには、TCPやHTTPなどのプロトコルに
対するサポートも含まれます。上位レベルのその他の通信プロトコル
(「メッセージングレベル」を参照)は、これらの基本的なトランスポートサービ
スに依存しています。

■ 持続:静的データ (ユーザー、ディレクトリ、設定情報など)と動的アプリケー
ションデータ (頻繁に更新される情報)の両方に対するアクセスや格納に必要なサ
ポートを提供します。

■ メッセージング:アプリケーションコンポーネント間の同期および非同期の通信に
対するサポートを提供します。同期メッセージングでは、メッセージをリアルタ
イムで送受信します。これには、J2EEコンポーネント間のリモートメソッドの呼

図 2–2 次元 1:インフラストラクチャーサービスレベル

Java ESアーキテクチャーのフレームワーク
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び出し (RMI)やWebサービスとの SOAP対話も含まれます。非同期メッセージン
グの通信では、直後に受信するコンシューマの準備状況に関係なく、メッセージ
を送信します。JMS (Java Message Service)や ebXMLなどの非同期メッセージングの
仕様では、信頼性の保証およびその他のメッセージング方式をサポートします。

■ 実行時:J2EEモデルやCORBAモデルなどの分散型のコンポーネントモデルで必要
となるサポートを提供します。実行時サービスには、密接に結合された分散型コ
ンポーネントに必要なリモートメソッドの呼び出しの他に、コンポーネントの状
態 (ライフサイクル)の管理、スレッドプールの管理、同期 (相互排他ロック)、持
続サービス、分散するトランザクションの監視、分散する例外の処理などが含ま
れます。J2EE環境では、これらの実行時サービスはアプリケーションサーバーま
たはWebサーバーの EJB、Web、およびメッセージ駆動型 Beanコンテナから提供
されます。

■ セキュリティーとポリシー:アプリケーションリソースへのセキュリティー保護
されたアクセスに必要なサポートを提供します。これらのサービスには、グルー
プまたはロールに基づく分散型リソースへのアクセスを制御するポリシーのサ
ポートや、シングルサインオン機能が含まれます。シングルサインオンを使用す
ると、ある分散型システム内の 1つのサービスに対するユーザー認証を、同じシ
ステム内の他のサービス (J2EEコンポーネント、ビジネスサービス、Webサービ
スなど)に自動的に適用できます。

■ ユーザーの共同作業:ユーザー間の直接通信およびエンタープライズ内とインター
ネット環境内でのユーザー間の共同作業に対するサポートで重要な役割を果たす
サービスを提供します。これらのサービスは、一般的にスタンドアロンサーバー
(電子メールサーバーやカレンダサーバーなど)から提供されるアプリケーション
レベルのビジネスサービスです。

■ 統合:既存のビジネスサービスを集約するサービスを提供します。サービスにア
クセスするための共通インタフェースを、ポータルと同様に提供するか、または
これらのサービスを本稼動ワークフロー内で調整するプロセスエンジンを使用し
て統合することによって提供します。統合は、異なる企業間における企業間
(B2B)統合として行なわれることもあります。

図 2–2に示したサービスレベルは、最下位レベルのオペレーティングシステムサー
ビスから最上位レベルのアプリケーションサービスや統合サービスまで、インフラ
ストラクチャーサービス間の依存関係を反映しています。通常、各サービスはその
下にあるサービスに依存し、その上にあるサービスをサポートします。ただし、
図 2–2は、インフラストラクチャーサービスの厳密な階層を表しているわけではあ
りません。上位レベルのサービスは、中間のレベルに依存せずに、下位レベルの
サービスと直接対話することができます。たとえば、一部の実行時サービスは、中
間にあるサービスレベルを介さずに、プラットフォームサービスに直接依存する場
合があります。さらに、監視サービスや管理サービスなどのその他のサービスレベ
ルも、ここでの概念的な説明に含まれることがあります。
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Java ESインフラストラクチャーサービスコンポーネント
Java ESコンポーネントは、図 2–2に示した分散型インフラストラクチャーサービス
レベルを実装したものです。システムサービスコンポーネントのさまざまなレベル
内における位置関係を、次の図に示します。

注 –図の中で影付きのボックスの部分は、Java ESに含まれていないコンポーネントを
示します。ユーザーの共同作業コンポーネントは、Java ESの一部ではありません
が、多くの場合 Java ESコンポーネントとともに配備され、Java ESアーキテクチャー
内で使用されます。これらのコンポーネントは Sun Java Communications Suiteの一部
であり、このマニュアルでは例示目的でのみ参照されています。また、オペレー
ティングシステムプラットフォームも正式には Java ESの一部ではありませんが、
Java ESコンポーネントがサポートされているオペレーティングシステムプラット
フォームを示すために図に含まれています。

図 2–3 Java ESシステムサービスコンポーネント
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Java ESインフラストラクチャーサービスの依存関係
一般に、図 2–3に示した各 Java ESシステムサービスコンポーネントは、インフラス
トラクチャー内でその下にあるコンポーネントに依存し、その上にあるコンポーネ
ントをサポートします。それらの依存関係とサポートの関係は、論理アーキテク
チャーを設計する上で重要な要素です。

次の表に、Java ESシステムサービスコンポーネント間の具体的な関係を示します。
この表では図 2–3と同様に、最上位から順に記載しています。

表 2–1 Java ESシステムサービスコンポーネント間の関係

構成要素 依存するコンポーネント サポートするサーバー

Portal Server Application ServerまたはWeb Server

Access Manager

Directory Server

対応するチャネルを使用するように設
定されている場合Calendar Server、
Messaging Server、および Instant
Messaging

1

なし

Access Manager Application ServerまたはWeb Server

Directory Server

Portal Server

シングルサインオン用に設定さ
れている場合Calendar Server、
Messaging Server、および Instant
Messaging

Application Server Message Queue

Directory Server (管理オブジェクト用)

Portal Server

Access Manager

Message Queue Directory Server (管理オブジェクト用) Application Server

Web Server Access Manager (アクセス制御用) Portal Server

Access Manager

Directory Server なし Portal Server

Access Manager

Calendar Server

Messaging Server

Instant Messaging
1 Calendar Server、Messaging Server、および Instant Messagingコンポーネントは、Sun Java Communications Suiteの一部とし
て利用可能です。
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表 2–1 Java ESシステムサービスコンポーネント間の関係 (続き)
構成要素 依存するコンポーネント サポートするサーバー

Service Registry Java DB Applcation Serverに基づくコン
ポーネント

Java DB なし Service Registry

次元2:論理層
分散型エンタープライズアプリケーションの相互に作用するソフトウェアコンポー
ネントは、いくつかの論理層に存在するとみなすことができます。これらの層は、
提供するサービスの性質に基づいて、ソフトウェアコンポーネントの論理的および
物理的な独立性を表しています。

ソリューションアーキテクチャーの論理層の次元を、次の図に示します。

論理層アーキテクチャーは基本的に、図 1–1の分散型エンタープライズアプリケー
ション層を表します。37ページの「インフラストラクチャーサービスレベル」で説
明した Java ESシステムサービスコンポーネントは、図 2–4に示したすべての論理層
に含まれるアプリケーションコンポーネントをサポートします。論理層の概念は、
主にカスタムエンタープライズアプリケーションに当てはまりますが、Sun Java
Communications Suiteコンポーネントおよび一部のポータルサービスが提供する共同
作業サービスにも当てはまります。

論理層について
ここでは、図 2–4に示した 4つの論理層について簡単に説明します。この説明では、
J2EEプラットフォームコンポーネントモデルを使用して実装されたアプリケー
ションコンポーネントを取り上げます。ただし、CORBAなど、その他の分散型のコ
ンポーネントモデルも、このアーキテクチャーをサポートしています。

図 2–4 次元 2:分散型エンタープライズアプリケーションの論理層
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■ クライアント層:クライアント層は、エンドユーザーがユーザーインタフェースを
通して直接アクセスするアプリケーションロジックによって構成されます。クラ
イアント層のロジックには、ブラウザベースのクライアント、デスクトップコン
ピュータ上で実行される JavaTMコンポーネント、または携帯型のデバイス上で実
行される J2METMプラットフォーム (Java 2 Platform, Micro Edition)モバイルクライ
アントが含まれることがあります。

■ プレゼンテーション層:プレゼンテーション層は、クライアント層に配信する
データを準備し、クライアント層からのバックエンドビジネスロジックへの配信
の要求を処理するアプリケーションロジックで構成されます。プレゼンテー
ション層のロジックは通常、Javaサーブレットコンポーネントや JSPコンポーネ
ントなどの J2EEコンポーネントから構成されます。これらのコンポーネントは、
HTML形式やXML形式の配信用データを準備したり、処理要求を受信したりし
ます。また、この層にはポータルサービスが含まれることもあります。ポータル
サービスは、ビジネスサービス層のビジネスサービスへのパーソナル化、セ
キュリティー保護、およびカスタマイズされたアクセス機能を提供できます。

■ ビジネスサービス層:ビジネスサービス層は、アプリケーションの主要機能を実
行するロジックで構成されます。それらの機能には、データの処理、ビジネス
ルールの適用、複数ユーザーの調整、データベースや旧バージョンシステムのよ
うな外部リソースの管理などがあります。通常、この層は、Javaオブジェク
ト、EJBコンポーネント、メッセージ駆動型 Beansなどの J2EE分散型コンポーネ
ントモデルに準拠する、密接に結合されたコンポーネントで構成されます。
個々の J2EEコンポーネントは、在庫情報サービスや税額計算サービスなどの複雑
なビジネスサービスを配信するように組み立てることができます。個々のコン
ポーネントやサービスアセンブリは、サービス指向アーキテクチャーモデル内で
緩やかに結合された、SOAP (Simple Object Access Protocol)インタフェース標準に
準拠したWebサービスとしてカプセル化できます。ビジネスサービスは、エン
タープライズカレンダサーバーやメッセージングサーバーのようなスタンドアロ
ンのサーバーとして構築することもできます。

■ データ層:データ層は、ビジネスロジックで使用される持続データを提供するサー
ビスで構成されます。このデータは、データベース管理システムに格納されてい
るアプリケーションデータであることも、LDAP (Lightweight Directory Access
Protocol)データストアに格納されているリソース情報およびディレクトリ情報で
あることもあります。このデータサービスには、外部ソースからのデータ供給や
旧バージョンのコンピューティングシステムからアクセス可能なデータが含まれ
ることがあります。

論理的および物理的な独立性
図 2–4に示したアーキテクチャーの次元は、コンポーネントの論理的および物理的
な独立性に重点を置いており、4つの異なる層として表現されています。これらの層
は、ネットワーク環境内のさまざまなコンピュータ間でのアプリケーションロ
ジックの区分を表しています。
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■ 論理的な独立性:アーキテクチャーモデルの 4つの層は、論理的な独立性を表して
います。ある層 (ビジネスサービス層など)のアプリケーションロジックは、ほか
の層のロジックとは無関係に変更することができます。プレゼンテーション層ま
たはクライアント層のロジックを変更またはアップグレードしなくても、ビジネ
スロジックの実行を変更できます。このような独立性により、たとえば、ビジネ
スサービスコンポーネントを変更しなくても、新しいタイプのクライアントコン
ポーネントを導入できます。

■ 物理的な独立性: 4つの層は、物理的な独立性も表しています。各層内のロジック
は、それぞれ異なるハードウェアプラットフォーム上に (つまり、異なるプロ
セッサ構成、チップセット、およびオペレーティングシステム上に)配備できま
す。この独立性により、個々のコンピュータティング要件および最大限に拡張さ
れたネットワーク帯域幅に最適に対応するように、コンピュータ上の分散型アプ
リケーションコンポーネントを実行することが可能になります。

アプリケーションコンポーネントやインフラストラクチャーコンポーネントを
ハードウェア環境 (つまり、配備アーキテクチャー)にマッピングする方法は、ソ
フトウェアソリューションの規模や複雑さに応じて、さまざまな要因によって決
定されます。小規模の配備の場合は、配備アーキテクチャーに含まれるのは数台
のコンピュータのみである場合があります。大規模の配備の場合は、ハード
ウェア環境へのコンポーネントのマッピングには、各コンピュータの速度と演算
能力、ネットワークリンクの速度と帯域幅、セキュリティーおよびファイア
ウォールの考慮事項、高可用性およびスケーラビリティーのためのコンポーネン
トのレプリケーションの方針などの要素を考慮する場合があります。

システムコンポーネントに適用される層によるアーキテクチャー
図 2–3で示したように、Java ESインフラストラクチャーサービスコンポーネント
は、分散型ソフトウェアソリューションの基盤となるインフラストラクチャーサ
ポートを提供します。それらのソリューションの一部には、Sun Java Communications
Suiteコンポーネントおよび一部の Java ESコンポーネントが提供するアプリケー
ションレベルサービスが含まれます。それらのソリューションは、論理層の設計方
法を使用します。

たとえば、Messaging Serverが提供する電子メール通信サービスは、いくつかの論理
的に区別されたMessaging Server設定を使用して実装されます。これらの異なる設定
はそれぞれ、一連の異なるサービスを提供します。メッセージングソリューション
を設計するときには、これらの異なる設定は、次の図に示すように別々の論理層に
存在する個々のコンポーネントとして表されます。図中のコンポーネント間を結ぶ
線は対話を表しています。

注 –次の図は、完全な論理アーキテクチャーを表しているわけではありません。図を
簡略化するために、多くの Java ESコンポーネントが省略されています。
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注 –コミュニケーションコンポーネントは Java ESの一部ではありませんが、多くの
場合 Java ESコンポーネントとともに配備され Java ESアーキテクチャー内で使用され
ます。これらのコミュニケーションコンポーネントは Sun Java Communications Suite
の一部であり、このマニュアルでは例示のためにのみ参照されています。

Messaging Server機能を論理的に異なる層に分けることにより、Messaging Serverの論
理的に区別された設定を物理環境内の異なるコンピュータに配備できます。物理的
に分離すると、サービス品質の要件 (45ページの「次元 3:サービスの品質」を参照)
を柔軟に満たすことができます。たとえば、インスタンスごとに異なる可用性ソ
リューションを提供したり、Messaging Server機能ごとに異なるセキュリティーを実
装できます。

次元3:サービスの品質
すでに説明したアーキテクチャーの 2つの次元 (インフラストラクチャーサービスの
依存関係および論理層)では、主にアーキテクチャーの論理的な面に焦点を当てまし
た。つまり、サービスをエンドユーザーに配信するために、どのようなコンポーネ
ントが必要で、どのような方法で対話するのかについてです。配備される別のソ
リューションで同様に重要な次元は、サービス品質の要件を満たすためのソリュー
ションの機能です。

ソリューションアーキテクチャーのサービスの品質の次元は、Java ESサービス品質
コンポーネントが果たす役割を明らかにします。

図 2–5 Messaging Server:層によるアーキテクチャーの例
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サービス品質
ビジネスの運営におけるインターネットサービスや eコマースサービスの重要性が増
しているため、これらのサービスのパフォーマンス、可用性、セキュリティー、ス
ケーラビリティー、および保守性は、高いパフォーマンスを備えた大規模な配備
アーキテクチャーの重要なサービス品質要件になりました。

優れたソフトウェアソリューションを設計するには、適切なサービス品質要件を設
定し、それらの要件を満たすアーキテクチャーを設計する必要があります。いくつ
かの重要なサービス品質により、サービス品質要件を指定します。これらのサービ
ス品質を次の表に要約してあります。

表 2–2 ソリューションアーキテクチャーに影響するサービス品質

システムサービス品質 説明

パフォーマンス ユーザーの負荷条件に関する応答時間の測定

可用性 システムのリソースやサービスがエンドユーザーにアクセス可能に
なる頻度 (システムの「稼働時間」)の測定。

セキュリティー システムとユーザーの整合性を説明する、要因の複雑な組み合わ
せ。セキュリティーには、システムの物理セキュリティー、ネット
ワークセキュリティー、アプリケーションおよびデータのセキュリ
ティー (ユーザーの認証および承認)、またセキュリティー保護され
た情報のトランスポートも含まれます。

スケーラビリティー 配備されたシステムに対して、随時、容量を拡張する機能。通常、
スケーラビリティーにはシステムへのリソースの追加が関連します
が、配備アーキテクチャーの変更は含まれません。

潜在能力 システムでリソースを追加せずに、異常なピーク負荷使用を処理す
る機能

保守性 システムの監視、発生した問題の解決、ハードウェアおよびソフト
ウェアコンポーネントのアップグレードなどを含めた、配備された
システムの保守の容易さ。

サービス品質の次元は、ソリューションの配備アーキテクチャーに、つまりアプリ
ケーションコンポーネントとインフラストラクチャーコンポーネントが物理環境内
でどのように配備されるかに、大きな影響を与えます。

配備アーキテクチャーに影響を与えるサービス品質は、互いに密接に関係していま
す。あるシステム品質に対する要件がほかのサービス品質の設計に影響を与えるこ
とが、よくあります。たとえば、セキュリティーのレベルを高めることは、パ
フォーマンスに影響し、それが可用性に影響する可能性があります。冗長性を使用
して可用性の問題に対処するためにコンピュータを追加すると、保守コスト (保守
性)に影響を与える可能性があります。
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ビジネスの要件と制約の両方を満たす配備アーキテクチャーを設計するには、複数
のサービス品質が相互に関連する仕組み、およびこれらのかね合いを理解しておく
ことが重要です。

Java ESサービス品質コンポーネント
システムサービスコンポーネントまたは分散型アプリケーションコンポーネントが
提供するサービス品質を向上するために、主にいくつかの Java ESコンポーネントが
使用されます。これらのソフトウェアコンポーネントは、多くの場合、ロードバラ
ンサやファイアウォールなどのハードウェアコンポーネントとともに使用されま
す。

22ページの「サービス品質コンポーネント」で紹介した Java ESサービス品質コン
ポーネントについて、次に要約します。

■ 可用性コンポーネント:配備されたソリューションがほぼ連続的に稼働すること
を可能にします。

■ アクセスコンポーネント:システムサービスへのインターネットからのセキュリ
ティー保護されたアクセスを可能にし、また多くの場合ルーティング機能も提供
します。

■ 監視コンポーネント:Java ESコンポーネントについての情報をリアルタイムで提供
します。

次の表は、アーキテクチャーの観点からの最も重要な Java ESサービス品質コンポー
ネントと、それらの各コンポーネントが最も影響を及ぼすシステム品質を一覧表示
しています。

表 2–3 サービス品質コンポーネントと影響を受けるシステム品質

構成要素 影響を受けるシステム品質

High Availability Session Store 有効な Solarisのバージョン

Monitoring Console サービス利用可能性

Portal Server Secure Remote Access セキュリティー

スケーラビリティー

Sun Cluster 有効な Solarisのバージョン

スケーラビリティー

Sun Cluster Geographic Edition 有効な Solarisのバージョン

スケーラビリティー
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表 2–3 サービス品質コンポーネントと影響を受けるシステム品質 (続き)
構成要素 影響を受けるシステム品質

Web Proxy Server セキュリティー

性能

スケーラビリティー

Sun Clusterソフトウェア
Sun Clusterソフトウェアは、高可用性サービスおよび高スケーラビリティーサービ
スを、Java ESコンポーネントおよび Java ESインフラストラクチャーがサポートする
アプリケーションに対して提供します。クラスタとは緩やかに結合された一連のコ
ンピュータのことであり、サービス、システムリソース、およびデータの単一のク
ライアントビューを一括して提供します。クラスタの内部では、冗長コンピュー
タ、インターコネクト、データ記憶域、およびネットワークインタフェースを使用
して、クラスタベースのサービスおよびデータに高可用性を提供します。

Sun Clusterソフトウェアは、メンバーノードおよびその他のクラスタリソースの健
全性を継続的に監視します。障害が発生した場合、Sun Clusterソフトウェアは監視
対象のリソースのフェイルオーバーを開始するために介入し、内部の冗長性を使用
して、リソースへのほぼ連続的なアクセスを可能にします。

Sun Clusterデータサービスパッケージ (Sun Clusterエージェントと呼ばれることもあ
る)が、すべての Java ESシステムサービスコンポーネントに利用できます。カスタム
開発されたアプリケーションコンポーネント用のエージェントを記述することもで
きます。

Sun Clusterソフトウェアによる制御が行われるので、スケーラブルなサービスも提
供できます。クラスタのグローバルファイルシステムおよびクラスタ内の複数の
ノードの機能を利用して、インフラストラクチャーサービスやアプリケーション
サービスを実行することにより、サービスの複数の並行インスタンス間で、これら
のサービスに対して増加する要求のバランスを取ることができます。したがって、
正しく設定されていれば、Sun Clusterソフトウェアは分散型のエンタープライズア
プリケーションに高可用性とスケーラビリティーの両方を提供できます。

Sun Cluster環境をサポートするのに必要な冗長性のために、ソリューションに Sun
Clusterを含めると、物理環境に必要なコンピュータやネットワークリンクの数がか
なり増えます。

Sun Clusterの可用性サービスは、ほかの Java ESコンポーネントが提供するサービス
とは異なり、分散型のピアツーピアサービスです。したがって、Sun Clusterソフト
ウェアは、クラスタ内のすべてのコンピュータにインストールする必要がありま
す。

Java ESアーキテクチャーのフレームワーク
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Sun Clusterソフトウェアへの拡張は Sun Cluster Geographic Editionによって提供され
ており、地理的に離れた場所にある複数のクラスタおよびクラスタ間のデータを複
製するインフラストラクチャーを使用して、予期しない中断からアプリケーション
を保護します。

注 – Sun Clusterおよび Sun Cluster Geographic Editionは、 SolarisTM Operating System
(Solaris OS)でのみサポートされます。

アーキテクチャーの3つの次元の統合
図 2–1に示し、前のいくつかの節で説明したアーキテクチャーの 3つの次元を 1つの
ものとして捉えると、分散型ソフトウェアソリューションを設計するためのフレー
ムワークが得られます。3つの次元 (インフラストラクチャーサービスの依存関係、
論理層、およびサービス品質)は、ソリューションアーキテクチャーで Java ESコン
ポーネントが果たす役割を明らかにします。

各次元は、それぞれアーキテクチャーの異なる面を表します。すべてのソリュー
ションアーキテクチャーが、それらのすべての次元を考慮する必要があります。た
とえば、ソリューションアーキテクチャーの各論理層の分散型コンポーネント (次元
2)は、適切なインフラストラクチャーコンポーネント (次元 1)と適切なサービス品質
コンポーネント (次元 3)のサポートが必要です。

同様に、ソリューションアーキテクチャーに含まれるコンポーネントは、アーキテ
クチャーの次元ごとに異なる役割を果たします。たとえば、Directory Serverはデータ
層のバックエンドコンポーネント (次元 2)と持続サービスのプロバイダ (次元 1)の両
方とみなされます。Directory Serverはこれらの 2つの次元の中心に位置するため、こ
の Java ESコンポーネントには、サービスの品質の問題 (次元 3)が最も重要です。
Directory Serverの障害はビジネスシステムに多大な影響を及ぼすので、このコンポー
ネントの高可用性設計は非常に重要です。Directory Serverはユーザーや設定に関する
機密情報の格納に使用されるため、このコンポーネントのセキュリティーの設計も
非常に重要です。

Java ESコンポーネントに関するこれらの 3つの次元の相互作用は、ソリューション
の論理アーキテクチャーとソリューションの配備アーキテクチャーの設計に影響し
ます。

35ページの「Java ESアーキテクチャーのフレームワーク」で説明したアーキテク
チャーフレームワークに基づく詳細な設計方法論は、このマニュアルでは説明され
ていません。ただし、3次元のアーキテクチャーフレームワークは、Java Enterprise
Systemに基づいたソフトウェアソリューションの配備を理解するのに重要な設計の
面を明らかにします。

Java ESアーキテクチャーのフレームワーク
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Java ESソリューションアーキテクチャーの例
Java ESは、広範なソフトウェアソリューションをサポートします。多くのソリュー
ションは、開発作業を行わずに、Java ESに含まれるコンポーネントを使ってすぐに
設計および配備できます。その他のソリューションには、新しいビジネスまたはプ
レゼンテーションサービスを提供するカスタム J2EEコンポーネントの開発を必要と
する、広範な開発が必要になる場合があります。これらのカスタムコンポーネント
を SOAPインタフェース標準に準拠するWebサービスとしてカプセル化することが
できます。多くのソリューションは、この 2つの方法を組み合わせて使用します。

ここでは、前の節のアーキテクチャーの概念に基づき、Java ESがすぐに使用できる
ソリューションをどのようにしてサポートするのかを示す例を取り上げます。

エンタープライズ通信のシナリオ
企業は、一般に従業員間の通信、特に電子メールサービスやカレンダサービスをサ
ポートする必要があります。そのような企業は、内部のWebサイトやその他のリ
ソースに対する個人向けにカスタマイズされたアクセスを企業全体にわたる認証お
よび承認サービスに基づいて従業員に提供すると便利であるとみなします。また、
それらの企業は、シングルWebサインオンによりすべてのエンタープライズサービ
スへのアクセスが可能になるように、すべてのエンタープライズサービスで従業員
のアイデンティティーを追跡することを望みます。

多数のビジネス要件の一部の例である、このような特定のビジネス要件を次の表に
まとめてあります。

表 2–4 ビジネス要件の要約:通信のシナリオ

ビジネス要件 説明 必要なサービス

シングルサインオ
ン

セキュリティー保護されたエンタープライズリ
ソースおよびサービスへのアクセス (Webアクセ
スはシングルサインオンの単一の IDに基づく)。

アイデンティティーサービ
ス

メッセージング

カレンダ

従業員と外部との電子メールメッセージング。

電子的な従業員用のカレンダ機能や会議の設定。

通信および共同作業サービ
ス

ポータルアクセス 電子メール、カレンダ、内部Webページなどの通
信サービスへの単一のWebベースの個人向けにカ
スタマイズされたアクセスポイント。

ポータルサービス

さらに、企業には、これらのサービスを提供するソフトウェアシステムのパフォー
マンス、可用性、ネットワークセキュリティー、およびスケーラビリティーに関す
る要件があります。

Java ESソリューションアーキテクチャーの例
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シナリオ例の論理アーキテクチャー
表 2–4で示したポータルサービス、通信サービス、およびアイデンティティーサー
ビスを Java ESコンポーネントおよび Sun Java Communications Suiteコンポーネント
(Messaging Server、Calendar Server、Instant Messagingなど)を使用して配信するための
論理アーキテクチャーを次の図に示します。このアーキテクチャーは、Messaging
Serverの論理的に異なる設定を、それぞれが異なるサービスを提供するために、
別々のコンポーネントとして扱います。

コンポーネントは、標準の論理層を表す横の次元、またインフラストラクチャー
サービスレベルを表す縦の次元に配置されています。コンポーネント間の対話は、
分散型インフラストラクチャーサービスとしての各コンポーネントの機能 (インフラ
ストラクチャーサービスレベル間の対話)または階層アプリケーションアーキテク
チャー内の各コンポーネントの役割 (論理層内または論理層間の対話)に依存しま
す。

このアーキテクチャーでは、Directory Serverに格納されたユーザー情報にアクセスす
るAccess Managerが、プレゼンテーション層の Portal Serverおよびその他のWebベー
スコンポーネントに対する、シングルサインオン認証および承認の仲介役として機
能します。Messaging Serverコンポーネントには、データ層のメッセージストア
(Messaging Server-STR)、ビジネスサービス層の送信および取得コンポーネント、プレ
ゼンテーション層のHTTPアクセスコンポーネントおよびCommunications Expressが
含まれます。

図 2–6 エンタープライズ通信のシナリオの論理アーキテクチャー

Java ESソリューションアーキテクチャーの例
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論理アーキテクチャーは、さまざまなコンポーネント間のインフラストラクチャー
サービスの依存関係も示します。たとえば、Portal Serverは、メッセージングチャネ
ルとカレンダチャネルにはCommunications Expressを利用し、認証および承認サービ
スにはAccess Managerを利用します。これらのコンポーネントは、今度は、ユーザー
情報および設定データのためにDirectory Serverを利用します。多数のコンポーネン
トは、Web Serverが提供するWebコンテナサービスを必要とします。

Java ESソリューションの論理設計の詳細については、『Sun Java Enterprise System
Deployment Planning Guide』を参照してください。

シナリオ例の配備アーキテクチャー
論理アーキテクチャーから配備アーキテクチャーに移行する際には、サービス品質
要件が最も重要になります。たとえば、保護されたサブネットやファイアウォール
を使用して、バックエンドデータへのセキュリティーバリアを設けることができま
す。多くのコンポーネントの可用性とスケーラビリティーの要件は、複数のコン
ピュータにコンポーネントを配備し、ロードバランサを使用してレプリケートした
コンポーネント間に要求を分散することによって満たすことができます。

ただし、より高い可用性要件の水準が適用された場合や大量のディスク容量が必要
な場合は、他の可用性ソリューションの方が適しています。たとえば、Messaging
Serverストアに Sun Clusterを、Directory Serverにマルチマスターレプリケーションを
使用できます。

Java ESソリューションの配備設計の詳細については、『Sun Java Enterprise System
Deployment Planning Guide』を参照してください。

この章の重要な用語
この節では、この章で使用されている重要な技術用語について説明します。ここで
は、Java ESの文脈でどのように使用されているかの説明に重点を置いています。

アプリケーションコン
ポーネント
(application component)

特定のコンピューティング機能を実行し、ビジネスサービスをエンドユーザーまたはほ
かのアプリケーションコンポーネントに対して提供する、カスタム開発されたソフト
ウェア構成要素 (コンポーネント)。通常、アプリケーションコンポーネントは、CORBA
や J2EEプラットフォームなどの分散型コンポーネントモデルに準拠しています。これら
のコンポーネントを単独であるいは組み合わせて、Webサービスとしてカプセル化でき
ます。

この章の重要な用語
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アーキテクチャー
(architecture)

分散型アプリケーション (またはその他のソフトウェアシステム)の論理的および物理的
な構築ブロックと、それら構築ブロック間の相互関係を示した設計。分散エンタープラ
イズアプリケーション (distributed enterprise application)の場合、アーキテクチャー設計に
は一般的に、アプリケーションの論理アーキテクチャー (logical architecture)と配備アー
キテクチャー (deployment architecture)の両方が含まれます。

ビジネスサービス
(business service)

複数のクライアントに代わってビジネスロジックを実行するアプリケーションコンポー
ネント (application component)またはコンポーネントアセンブリ (したがって、マルチス
レッド対応プロセスである)。また、ビジネスサービスは、Webサービス (web service)と
してカプセル化された分散型コンポーネントアセンブリであってもかまいませんし、ス
タンドアロンのサーバーであってもかまいません。

クライアント ソフトウェアサービスを要求するソフトウェア。クライアントは、別のサービスを要求
するサービスであったり、エンドユーザーがアクセスするGUIコンポーネントであった
りします。

配備アーキテクチャー
(deployment
architecture)

論理アーキテクチャー (logical architecture)から物理的なコンピューティング環境への
マッピングを示す上位レベルの設計。物理的な環境は、イントラネットまたはインター
ネット環境にあるコンピュータ、それらのコンピュータ間のネットワークリンク、ソフ
トウェアをサポートするために必要なほかの物理的デバイスなどで構成されます。

論理アーキテクチャー
(logical architecture)

分散型アプリケーションの論理的な構築ブロックとそれら構築ブロック間の関係 (また
はインタフェース)を記述した設計。論理アーキテクチャーには、分散型アプリケー
ションコンポーネント、およびこれらのアプリケーションのサポートに必要なインフラ
ストラクチャーサービスの両方が含まれます。

サーバー 分散型のサービスまたは関連する一連のサービスを、外部インタフェースを使ってサー
ビスにアクセスするクライアントに対して提供する、マルチスレッド対応のソフト
ウェアプロセス。ハードウェアのサーバーとは区別されます。

Webサービス
(web service)

アクセス可能性、サービスのカプセル化、および検出に関する標準インターネットプロ
トコルに準拠したサービス。この標準インターネットプロトコルには、SOAPメッセー
ジングプロトコル、WSDL (Web Service Description Language)インタフェース定義、およ
びUDDI (Universal Description, Discovery and Integration)レジストリ標準が含まれます。

Webサービス
(web service)
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Java ES統合機能

この章では、Java ESコンポーネントを 1つのソフトウェアシステムに統合する際に
主な役割を果たす機能を理解するための概念および技術的な背景について説明しま
す。これらの機能は、別のインフラストラクチャー製品を手動で統合する場合と比
較した、Java ESを使用した場合の利点を理解するのに役立ちます。

この章は、次の節で構成されます。

■ 55ページの「Java ES統合インストーラ」
■ 57ページの「システム監視サービス」
■ 58ページの「統合されたアイデンティティーサービスとセキュリティーサービ
ス」

■ 62ページの「この章の重要な用語」

Java ES統合インストーラ
Java ESのすべてのコンポーネントは、単一のインストーラを使ってインストールさ
れます。Java ESインストーラは、Java ESソフトウェアを特定のホストシステムに転
送します。インストーラを使用すると、コンピューティング環境内の特定のホスト
に必要な数の Java ESコンポーネントを選択してインストールできます。インストー
ラは、インストール対象の特定の Java ESコンポーネントに応じて、一定のインス
トール時の設定も可能にします。

Java ESインストーラそのものは、分散インストールを実行しません。分散型 Java ES
ソフトウェアソリューションを配備するには、Java ESインストーラを使用して、環
境内のコンピュータごとに 1台ずつ、適切なコンポーネントをインストールしま
す。配備アーキテクチャーおよびコンポーネントの依存関係に基づいて、インス
トールセッションおよび設定手順を適切な順序で使用する必要があります。

このインストーラは、グラフィカルモードおよびテキストベースモードの両方で対
話的に実行できる一方、パラメータ駆動型のサイレントインストールモードでも実
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行できます。このインストーラは英語のほかに、次の言語をサポートします。フラ
ンス語、ドイツ語、日本語、韓国語、スペイン語、簡体字中国語、および繁体字中
国語です。

このセクションでは、Java ESの統合インストーラについて説明します。詳細につい
ては、『Sun Java Enterprise System 5インストールガイド (UNIX版)』を参照してくだ
さい。

既存のソフトウェアのチェック
インストーラは、インストール先のホストを検証し、すでにインストールされてい
る Java ESコンポーネントを確認します。次に、インストーラは複数のレベルで
チェックを実行して、既存のすべてのコンポーネントが、相互に正常に機能するよ
うに適切なリリースレベルにあるかどうかを確認します。これにより、互換性がな
く、アップグレードまたは削除する必要があるソフトウェアコンポーネントが表示
されます。

同様に、インストーラは、J2SEやNSSなど、すでにインストールされている Java ES
共有コンポーネントを確認し、互換性のない共有コンポーネントを検出すると、そ
の一覧が表示されます (23ページの「共有コンポーネント」を参照)。インストール
を続行すると、インストーラによって、自動的に共有コンポーネントが新しいバー
ジョンにアップグレードされます。

依存性の確認
インストーラは、コンポーネントのチェックを広範囲に行い、ユーザーが選択した
インストールコンポーネントが正しく連携して動作するか検証します。多くのコン
ポーネントには、ほかのコンポーネントに対する依存性があります。このため、イ
ンストールするコンポーネントを選択すると、インストーラでは選択したコンポー
ネントに依存関係のあるコンポーネントおよびサブコンポーネントが自動的に選択
されます。選択したコンポーネント間にローカルな依存関係がある場合、このコン
ポーネントを選択解除することはできません。ただし、ローカルの依存関係ではな
い場合は、警告メッセージが表示されますが、別のホストコンピュータ上のコン
ポーネントによって依存関係が満たされるという前提に基づき、操作は続行できま
す。

初期設定
多くの Java ESコンポーネントは、初期設定をしてから起動する必要があります。コ
ンポーネントによっては、Java ESインストーラでこの初期設定を実行できます。

Java ES統合インストーラ
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インストーラで「今すぐ設定」オプションを選択すると、この初期設定を実行でき
ます。「あとで設定」オプションを選択して初期設定を省略してソフトウェアをイ
ンストールすることもできますが、この場合はインストールの完了後にインストー
ルした各コンポーネントの初期設定を明示的に行う必要があります。

インストーラが初期設定を行うようにする場合は、インストール時に必要な設定情
報を入力します。具体的には、管理者 IDやパスワードなど、すべてのコンポーネン
ト製品に共通する一連のパラメータ値を指定できます。

アンインストール
Java ESには、アンインストールプログラムも用意されています。このプログラムを
使用して、Java ESのインストーラによってローカルコンピュータにインストールさ
れたコンポーネントを削除できます。アンインストーラはローカルな依存関係を確
認し、依存関係が検出された場合は警告メッセージを出力します。アンインストー
ラは Java ES共有コンポーネントを削除しません。インストーラと同様、アンインス
トーラはグラフィカルモード、テキストベースモード、またはサイレントモードで
実行できます。

システム監視サービス
Java ESには、システムサービスをリアルタイムで監視する新しい監視機能が含まれ
ています。監視は、Sun Java System Monitoring Framework (共有コンポーネント (shared
component))、および Sun Java System Monitoring Console (製品コンポーネント)に
よって実装されます。Monitoring Frameworkは自動的に設定および有効にされ、イン
ストールされた各 Java ESコンポーネントのデータを収集します。Monitoring Console
は監視対象データを表示するために使用するグラフィカルインタフェースです。
Monitoring Consoleは Java ESのインストール中に選択可能なコンポーネントで、
Monitoring Frameworkは自動的にインストールされます。

監視とは、実行時データを収集、公開し、サービス品質基準の計算を行うプロセス
で、それによりシステム管理者はパフォーマンスを評価したり、警告メッセージを
受け取ることができます。実行時の運用中に、管理者はMonitoring Consoleと対話し
てパフォーマンス統計を表示したり、しきい値を設定して動的に監視したり、カス
タムジョブを定義したり、警告を確認したりします。

システム監視サービス
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統合されたアイデンティティーサービスとセキュリ
ティーサービス

Java ESの重要な機能として、統合されたユーザーアイデンティティー管理と、統合
された認証および承認フレームワークが挙げられます。この項では、Java ESから提
供される、統合されたアイデンティティーサービスとセキュリティーサービスを理
解するための技術的な背景について説明します。

単一アイデンティティー
Java ES環境では、エンドユーザーに単一統合アイデンティティーが割り当てられて
います。このシングルアイデンティティー (single identity)に基づいて、ポータル、
Webページなどの各種リソースへのアクセスや、メッセージング、カレンダ、イン
スタントメッセージングなどの各種サービスへのアクセスを、ユーザーに許可する
ことができます。

この統合されたアイデンティティーおよびセキュリティー機能は、Directory Server、
Access Manager、およびその他の Java ESコンポーネント間の緊密な連携動作に基づい
ています。

Java ESのサービスやリソースへのユーザーアクセスは、ユーザー固有の情報をユー
ザーリポジトリまたはディレクトリ内の単一のユーザーエントリ内に格納すること
で実現されます。通常、このユーザー固有の情報には、一意の名前とパスワード、
電子メールアドレス、組織内のロール、Webページの設定などのデータが含まれま
す。ユーザーエントリ内の情報を使用して、ユーザーを認証したり、特定リソース
へのアクセスを承認したり、そのユーザーに各種のサービスを提供したりできま
す。

Java ESの場合、Directory Serverが提供するディレクトリ内に、ユーザーエントリが
格納されます。ユーザーが Java ESコンポーネントから提供されるサービスを要求す
ると、そのサービスではAccess Managerを使用してユーザーを認証し、特定リソース
へのアクセスを承認します。要求されたサービスは、ユーザーのディレクトリエン
トリ内のユーザー固有の設定情報を確認します。サービスは、その情報を使用して
ユーザーが要求した作業を実行します。

次の図は、ユーザーの認証および承認を実行するため、またユーザーに対してサー
ビスを提供するためのユーザーエントリへのアクセスを示しています。

統合されたアイデンティティーサービスとセキュリティーサービス
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このシステムによって可能になる機能の 1つに、ユーザーがWebベースですべての
Java ESサービスにサインオンできる機能、つまり他のシステムサービスに対しても
自動的に認証される機能があります。シングルサインオンとして知られるこの機能
は、Java ESが提供する強力な機能のうちの 1つです。

認証とシングルサイオン
Java ESの認証および承認サービスは、Access Managerによって提供されます。Access
Managerは、Directory Server内の情報を使用することで、ユーザーと Java ES Web
サービスまたは企業内のその他のWebベースのサービスとの対話を仲介します。

Access Managerは、ポリシーエージェントと呼ばれる外部コンポーネントを使用しま
す。ポリシーエージェントは、サービスをホストするWebサーバーまたはAccess
Managerによってセキュリティー保護されているリソースにプラグインとして追加さ
れます。ユーザーがセキュリティー保護されたリソースに対する要求を送信したと
きに、ポリシーエージェントはAccess Managerの代わりに対話を仲介します。Portal
Serverなどの一部の Java ESコンポーネントでは、Access Manager SDKのサブコンポー
ネントによってポリシーエージェントの機能が提供されます。

認証
Access Managerには、HTTPまたはHTTPSを介して企業内のWebサービスへのアク
セスを要求したユーザーのアイデンティティーを検証する認証サービスが含まれて
います。たとえば、企業の従業員が同僚の電話番号を調べる必要がある場合に、ブ
ラウザを使用してその企業のオンライン電話帳にアクセスします。電話帳サービス
にログインするには、ユーザーが自分のユーザー IDとパスワードを入力する必要が
あります。

図 3–1 単一ユーザーエントリによる多数のサービスのサポート

統合されたアイデンティティーサービスとセキュリティーサービス
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認証が行われる順序を図 3–2に示します。ポリシーエージェントは、電話帳へのロ
グオン要求を仲介し (1)、認証サービスに要求を送信します(2)。認証サービスでは、
Directory Serverに格納されている情報と照合して、ユーザー IDとパスワードを確認
します (3)。ログイン要求が有効と認められると、そのユーザーは認証され (4)、
(5)、および (6)、企業の電話帳が従業員に表示されます (7)。ログイン要求が有効と
認められない場合は、エラーが生成されて認証に失敗します。

認証サービスは、証明書ベースのHTTPSを介した認証もサポートします。

シングルサインオン
前の段落で説明した認証の例では、重要な手順を説明しています。ユーザーの認証
要求が検証されると、図 3–2に示すようにAccess Managerのセッションサービスが起
動されます (4)。セッションサービスによってセッショントークンが生成され、ここ
にユーザーのアイデンティティー情報およびトークン IDが保持されます (5)。
セッショントークンはポリシーエージェントに返され (6)、さらに認証要求を発行し
たブラウザにCookieとして転送されます (7)。

認証されたユーザーがセキュリティー保護された別のサービスにアクセスしようと
すると、ブラウザはセッショントークンを対応するポリシーエージェントに渡しま
す。ポリシーエージェントはセッションサービスを使用して、そのユーザーの以前
の認証が現在も有効であることを確認します。これにより、ユーザー IDおよびパス
ワードの再入力を求めずに、そのユーザーに対して別のサービスへのアクセスが許
可されます。

したがって、ユーザーは 1回のサインオンだけで、Java ESが提供するWebベースの
複数のサービスから認証されます。シングルサインオン認証は、ユーザーが明示的
にサインオフするか、セッションが期限切れになるまで有効です。

図 3–2 認証順序
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「認証」
Access Managerには、Java ES環境のWebベースのリソースに対するアクセス制御機
能を提供するポリシーサービスも含まれています。ポリシーとは、特定の条件下で
特定のリソースへのアクセスが承認されるユーザーを記述したルールのことです。
次の図に、承認が行なわれる順序を示します。

認証されたユーザーがAccess Managerによってセキュリティー保護されたリソースに
対する要求を発行すると (1)、ポリシーエージェントはポリシーサービスに通知しま
す (2)。ポリシーサービスでは、Directory Serverの情報を使用して (3)、そのユーザー
にリソースへのアクセスポリシーがあるかどうかを確認するために、そのリソース
を管理するアクセスポリシーを評価します (4)。ユーザーにアクセス権がある場合
は(5)、リソース要求が受け入れられます (6)。

Access Managerを使用すると、1つの企業内のポリシーを定義、変更、付与、取り消
し、および削除することができます。ポリシーはDirectory Serverに格納され、組織
エントリのポリシー関連の属性によって設定されます。ロールは、ユーザーに対し
て定義したり、ポリシー定義に組み込んだりできます。

ポリシーを適用するのは、Access Managerのポリシーエージェントの役目です。ポリ
シーサービスがアクセス要求を拒否すると、ポリシーエージェントは要求を発行し
たユーザーがセキュリティー保護されたリソースへアクセスすることを禁止しま
す。

図 3–3 承認順序
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この章の重要な用語
この節では、この章で使用されている重要な技術用語について説明します。ここで
は、Java ESの文脈でどのように使用されているかの説明に重点を置いています。

ディレクトリ データの書き込みよりも読み取りに対して最適化された特殊なデータベース。ほとんど
のディレクトリは、業界標準のプロトコルである LDAP (Lightweight Directory Access
Protocol)に基づいています。

ポリシー 特定の条件下で特定のリソースへのアクセスが承認されるユーザーを記述したルール。
この規則は、組織内のユーザーグループまたはロールに基づいて規定することができま
す。

シングルアイデン
ティティー
(single identity)

Java ESディレクトリ内の単一ユーザーエントリに基づいてユーザーが所有するアイデン
ティティー。この 1つのユーザーエントリに基づき、ユーザーは、ポータルやWebペー
ジなどの各種 Java ESリソースや、メッセージング、カレンダ、およびインスタント
メッセージングなどのサービスにアクセスできます。

シングルサインオン 分散型システム内のあるサービスに対するユーザー認証を、システム内のほかのサービ
スにも自動的に適用できるようにする機能。

この章の重要な用語
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Java ESソリューションのライフサイクル

この章では、Java ESソリューションのライフサイクルの各フェーズに関する概念と
用語について説明します。この章では、配備作業、特に配備設計作業と配備実装作
業に重点を置いています。

この章では、ライフサイクルの各フェーズで行う作業について説明します。この章
は、次の節で構成されます。

■ 65ページの「配置前」
■ 66ページの「導入」
■ 71ページの「配置後」
■ 71ページの「この章の重要な用語」

ソリューションのライフサイクルの作業
ソリューションのライフサイクルについては、Java ESソフトウェアを使ってビジネ
スソリューションを実装するための標準的な方法として、第 1章で紹介しました。
簡単に参照できるようにライフサイクルの図を再度示してあります。

4第 4 章
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図 4–1 ソリューションのライフサイクルの作業

ソリューションのライフサイクルの作業
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配置前
ライフサイクルの配備前 (predeployment)フェーズでは、ビジネスに関するニーズの
分析に基づいて配備シナリオ (deployment scenario)を作成します。配備シナリオは、
配備を設計するための仕様としての役割を果たします。

配備前の作業は、図 4–1に示すように 3つのフェーズに分けられます。

■ ビジネス分析:提示する配備作業のビジネス上の目的を定義し、その目的を達成
するために満たす必要があるビジネス上の要件および制約を記述します。

■ 技術要件:ビジネス分析の結果に基づいてユースケースを作成します。ユース
ケースは、作成予定のソフトウェアシステムとユーザーとの対話をモデル化した
ものです。これらのユースケースに予測される使用パターンも決定します。ビジ
ネス分析と使用分析の両方に基づいて、提案する配備が満たす必要のあるサービ
ス品質要件 (表 2–2を参照)を定式化します。

■ 論理設計:技術要件のフェーズで開発したユースケースを分析して、エンドユー
ザーにサービスを提供するために必要な Java ESインフラストラクチャーコンポー
ネントおよびカスタム開発されたアプリケーションコンポーネントを特定しま
す。第 2章で説明した概念に基づいて、論理アーキテクチャーを設計します。論
理アーキテクチャーは、特定のソフトウェアソリューションのユースケースを実
現するために必要なすべてのコンポーネント、およびコンポーネント間のすべて
の対話を示します。

次の図に示すように、論理アーキテクチャーは、パフォーマンス、可用性、セ
キュリティー、およびその他のサービス品質要件と組み合わされて、配備シナリオ
にカプセル化されます。ライフサイクルの配備前のフェーズの詳細については、
『Sun Java Enterprise System Deployment Planning Guide』を参照してください。

図 4–2 配備シナリオの指定

配置前
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導入
ライフサイクルの配備のフェーズでは、配備シナリオに基づいて配備設計を作成
し、その設計の実装、テスト、および本稼働環境への展開を行います。

通常、配備プロセスには、1つのソフトウェアソリューションをサポートするために
必要な、すべての層およびすべてのインフラストラクチャーサービスレベルのソフ
トウェアコンポーネントが関連します。通常、カスタム開発されたアプリケー
ションコンポーネント (J2EEコンポーネント、Webサービス、またはその他のサー
バー)と、ソリューションをサポートするために必要な Java ESコンポーネントの両方
を配備する必要があります。

配備の作業は、図 4–1に示すように 2つのフェーズに分けられます。

■ 66ページの「配備設計」: :配備設計は、ソリューションの論理アーキテクチャー
と、ソリューションが満たす必要があるパフォーマンス、可用性、セキュリ
ティー、スケーラビリティー、保守性、およびその他のサービス品質の要件の両
方に依存しています。配備アーキテクチャーにおけるサービス品質の次元は、配
備設計フェーズで重要な役割を果たします。

■ 68ページの「配備の実装」:配備設計の実装は、ハードウェアのセットアップ、
ソフトウェアのインストールおよび設定、開発と統合、テスト、および本稼動へ
の展開のその他の作業を含む反復プロセスです。

この後の節で、これらの配備プロセスの 2つのフェーズについてさらに詳しく説
明します。

配備設計
配備設計フェーズでは、上位レベルの配備アーキテクチャーを作成したあと、下位
レベルの実装仕様を作成します。

配備アーキテクチャー
配備アーキテクチャーは、配備シナリオに指定されたサービス品質の要件を満たす
方法で、論理アーキテクチャー、つまりアプリケーションの論理的な構築ブロック
を物理的なコンピューティング環境にマッピングすることによって作成されます。
次の図に示すように、配備シナリオに基づいて配備アーキテクチャーが作成されま
す。

導入
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このアーキテクチャー設計の特徴の 1つとして、パフォーマンス、可用性、セ
キュリティー、およびその他のサービス品質の要件を満たすように、物理環境がサ
イジング (コンピュータの台数を決定し、コンピュータのプロセッサの処理能力およ
びRAMの要件を見積もる)されます。サイジングが完了した後、物理環境内にある
さまざまなコンピュータに Java ESコンポーネントとアプリケーションコンポーネン
トを割り当てます。配備アーキテクチャーの作成時には、さまざまなコンピュータ
の能力、システムのインフラストラクチャーサービスの特徴、および総所有コスト
や総利用コストに対する制限を考慮に入れる必要があります。

配備シナリオに含まれる Java ESコンポーネントの数やサービス品質の要件で要求さ
れる事項が多ければ多いほど、設計上、より高機能なコンピュータやより広い
ネットワーク帯域幅が要求されます。ハードウェアが高価でその使用が制限される
場合は、固定コスト (ハードウェア)と変動コスト (人的リソースの要件)のバランス
やサービス品質の各要件のバランスを再検討したり、設計を見直して効率性を高め
る必要があります。

配備アーキテクチャーの設計では、試行錯誤の繰り返しが必要な場合もあります。
ただし、Java Enterprise Systemは配備設計の出発点として、一連のリファレンス配備
アーキテクチャーを開発します。

参照アーキテクチャーは、特定の配備シナリオ、つまり特定のサービス品質の要件
が指定された論理アーキテクチャーに基づいています。参照アーキテクチャーで
は、ソフトウェアソリューションは、指定されたサービス品質の要件を満たす方法
で、特定の物理環境に配備されます。指定された負荷でのパフォーマンステスト
は、配備シナリオの開発に使用されたものと同じユースケースのセットに基づいて
います。参照アーキテクチャーのドキュメントは、非開示の条件付きで Java ESの顧
客に提供されます。

リファレンス配備アーキテクチャーまたは複数の参照アーキテクチャーの組み合わ
せに基づいて、ユーザー独自の配備シナリオの要件を満たす配備アーキテクチャー
に関する最初の概要を設計できます。ユーザー独自の配備シナリオと参照アーキテ
クチャーの元になっている配備シナリオの違いを考慮したうえで、参照アーキテク

図 4–3 配備シナリオに基づいた配備アーキテクチャーの作成

導入
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チャーを調整したり、参照アーキテクチャーを参照点として使用したりできます。
このようにして、ユーザー独自のサイジングの影響、パフォーマンス、セキュリ
ティー、可用性、容量、および保守性のニーズを評価できます。

実装仕様
実装仕様によって、配備アーキテクチャーの実装に必要な詳細情報が提供されま
す。この仕様には、通常、次の情報が含まれます。

■ コンピュータ、ストレージデバイス、ロードバランサ、ネットワークケーブルな
どの実際のハードウェア

■ オペレーティングシステム
■ サブネットおよびセキュリティーゾーンを含む、ネットワーク設計
■ 可用性の設計の詳細
■ セキュリティー設計の詳細
■ エンドユーザーのプロビジョニングに必要なディレクトリ設計情報

実装計画
実装計画は、配備実装フェーズのさまざまな作業をどのように実行するかを示しま
す。この計画には、通常、次の作業が含まれます。

■ ハードウェアの設定
■ ソフトウェアのインストール、アップグレード、および移行
■ システムの設定とカスタマイズ
■ 開発および統合
■ テスト
■ 製品の発表

配備の実装
配備設計の実装は、前の節と図 4–1で示した作業から構成されます。実際の配備プ
ロセスでは作業の反復が発生するので、これらの各作業の順序は固定的なものでは
ありません。以下の各項では、主要な各配備実装作業について、これらが通常実行
される順序に従って個別に説明します。

ハードウェアのセットアップ
実装仕様には、物理環境に関するすべての詳細情報が含まれています。たとえば、
コンピュータ、ネットワーク設計、ネットワークハードウェア (ケーブル、ス
イッチ、ルータ、ロードバランサなど)、ストレージデバイスなどです。これらの
ハードウェアはすべて、Java ESソリューションをサポートするプラットフォームと
して設定する必要があります。
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ソフトウェアのインストール、アップグレード、および移行
配備アーキテクチャー、および実装仕様が提供する詳細情報によって、物理環境の
各コンピュータに配備するアプリケーションコンポーネントおよび Java ESコンポー
ネントが明らかになります。Java ESの統合インストーラを使って配備アーキテク
チャー内の各コンピュータに適切な Java ESコンポーネントをインストールします (
55ページの「Java ES統合インストーラ」を参照)。

インストール計画は、インストーラセッションの順序および範囲を示します。ただ
し、インストールの実行方法は、初めて Java ESのインストールを実行するのか、以
前インストールした Java ESコンポーネントをアップグレードするのか、またはサー
ドパーティのコンポーネントを Java ESと交換するのかどうかによって異なる場合が
あります。これらの Java ES導入シナリオの最後の 2つは、多くの場合、互換性のた
めにデータやアプリケーションコードの移行を必要とします。

システムの設定とカスタマイズ
さまざまなシステムコンポーネントを統合されたシステムとして連携させるには、
いくつかのシステム設定作業を完了させる必要があります。これらの作業の中で最
初に完了する必要がある作業は、個々のシステムコンポーネントを起動させるため
に必要な初期設定です。次に、各 Java ESコンポーネントが対話するコンポーネント
と通信できるように設定する必要があります。

各コンポーネントの可用性ソリューションに応じて、高可用性も設定する必要があ
ります。ユーザーが各種サービスにアクセスできるようにユーザーのプロビジョニ
ングを行う必要があります。また、認証と承認のポリシーおよび制御を設定する必
要もあります (58ページの「統合されたアイデンティティーサービスとセキュリ
ティーサービス」を参照)。

ほとんどの場合、設定作業には、要件どおりの機能セットを実現するために、ある
程度の Java ESコンポーネントのカスタマイズが必要です。たとえば、通常は、ポー
タルチャネルを提供するために Portal Serverを、承認タスクを実行するためにAccess
Managerをカスタマイズします。

開発と統合
一般に、配備シナリオに指定された論理アーキテクチャーによって、ソリュー
ションの実装に必要なカスタム開発 (development)作業の範囲が決まります。

配備によっては、Application ServerまたはWeb Server環境で実行される J2EEコン
ポーネントを使用して新しいビジネスサービスおよびプレゼンテーションサービス
を最初から開発する必要があるので、開発は非常に大規模な作業になります。この
ような場合には、ソリューションのプロトタイプを作成して、開発成果の全体を実
装する前に概念実証テストを実行します。

大規模な開発を必要とするソリューション用に、Sun JavaTM Studioソフトウェアでは
分散型コンポーネントまたはビジネスサービスをプログラミングするツールを提供
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しています。Sun Java Studio開発ツールは、Java ESインフラストラクチャーによりサ
ポートされるアプリケーションのプログラミングとテストを簡素化します。

状況によっては、Java ESコンポーネントを旧バージョンのアプリケーションやサー
ドパーティーのサービスと統合できます。このような統合には、データ層の既存の
ディレクトリまたはデータサービス、あるいはビジネスサービス層の既存のコン
ポーネントが含まれることがあります。Java ESコンポーネントをこれらのシステム
と統合するには、データまたはアプリケーションコードの移行が必要になる場合が
あります。

J2EEプラットフォームでは、J2EEリソースアダプタを開発することによって既存の
アプリケーションをApplication Server環境にプラグインするコネクタフレームワーク
を提供し、Message Queueでは、さまざまなアプリケーションを統合するための強力
な非同期メッセージング機能を提供します。

プロトタイプとパイロットのテスト
必要なカスタマイズ作業または開発作業の量によっては、ある時点で配備アーキテ
クチャーを検証し、ユースケースと比較して、ソリューションがサービス品質要件
を満たしているかどうかをテストする必要があります。

カスタム開発サービスが比較的少ない (ほとんど追加設定の必要がない配備)場合
は、ソリューションで単に Java ESコンポーネントのカスタマイズとシステムのパイ
ロットテストのみが必要になることがあります。

一方、重要な新規のアプリケーションロジックを開発してカスタムサービスを作成
した場合、このテストはプロトタイプのテスト、統合テストなどを実施する大規模
なものになる可能性があります。

このテストによって配備アーキテクチャーの欠点が判明した場合は、アーキテク
チャーを修正してテストを再び実行します。最終的に、この反復プロセスに
よって、本稼動環境への配備が可能な配備アーキテクチャーおよび実装が完成しま
す。

本稼動への展開
本稼動への展開では、本稼動環境に配備実装を組み入れます。このフェーズでは、
本稼動環境での分散型アプリケーションおよびインフラストラクチャーサービスの
インストール、設定、起動、本稼動システムのエンドユーザーのプロビジョニン
グ、シングルサインオンおよびアクセスポリシーの設定などを行います。通常、ま
ず限定的な配備を行い、その後に組織全体の実装に移行します。このプロセスでは
試験稼動を実行し、適用する負荷を徐々に増やして、サービス品質の要件を満たし
ていることを確認します。
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配置後
ライフサイクルの配備後 (postdeployment)の段階では、本稼働環境に配備されたソ
リューションを実行します。ライフサイクルのオペレーションフェーズでは、次の
作業を行います。

■ 監視:システムのパフォーマンスおよびシステムの機能を定期的に監視します。
■ 保守:新規エンドユーザーのシステムへの追加、パスワードの変更、新規管理ユー
ザーの追加、アクセス権限の変更、定期的なバックアップの実行などの日常的な
管理機能を実行します。

■ パフォーマンスの調整:システムの運用上のボトルネックを見つけるために定期的
に情報を監視し、設定のプロパティーの変更、容量の追加などによりボトル
ネックの除去を試みます。

■ システムの強化とアップグレード:システムに新しい Java ESコンポーネントを追
加することで新しい機能を追加したり Java ES以外のコンポーネントを置き換えた
りする作業が含まれます。どちらの場合も、これらの変更によりソリューション
のライフサイクルの最初のフェーズから、システムの再設計が必要になる場合が
あります。アップグレード作業は限定的で、通常は Java ESコンポーネントの
アップグレードを実行します。

この章の重要な用語
この節では、この章で使用されている重要な技術用語について説明します。ここで
は、Java ESの文脈でどのように使用されているかの説明に重点を置いています。

配備 Java ESソリューションのライフサイクルの段階の 1つ。この段階では、配備シナリオに
基づいて、配備設計の作成、実装、プロトタイプ作成、本稼働環境への展開が行われま
す。このプロセスの最終結果は配備または配備ソリューションとも呼ばれます。

配備シナリオ
(deployment scenario)

特定の Java ESソリューションに対する論理アーキテクチャー (logical architecture)と、そ
のソリューションがビジネスニーズを満たすために必要なサービス品質の要件。サービ
ス品質要件には、パフォーマンス、可用性、セキュリティー、保守性、スケーラビリ
ティーまたは潜在容量などに関する要件があります。配備シナリオは、配備設計の開始
点です。

開発
(development)

Java ESソリューションの配備プロセスに含まれる作業の 1つ。この作業によって、配備
アーキテクチャー (deployment architecture)のカスタムコンポーネントがプログラミング
およびテストされます。

配備前
(predeployment)

Java ESソリューションのライフサイクルプロセスの段階の 1つ。この段階では、ビジネ
スニーズに基づいて配備シナリオ (deployment scenario)が作成されます。このシナリオに
は、論理アーキテクチャー (logical architecture)およびソリューションが満たす必要のあ
る一連のサービス品質の要件が含まれます。

配備前
(predeployment)
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配備後
(postdeployment)

Java ESソリューションのライフサイクルプロセスの段階の 1つ。この段階では、分散型
アプリケーションの起動、監視、調整によるパフォーマンスの最適化、および動的
アップグレードによる新機能の追加が行われます。

リファレンス配備アー
キテクチャー
(reference deployment
architecture)

パフォーマンス確認用に設計、実装、およびテストされた配備アーキテクチャー
(deployment architecture)。リファレンス配備アーキテクチャーは、カスタムソリュー
ションの配備アーキテクチャーを設計する場合の開始点として使用されます。

ユースケース
(use case)

分散エンタープライズアプリケーション (distributed enterprise application)によって実行さ
れる、1つまたは一連のエンドユーザータスク。アプリケーションのパフォーマンスを
設計、テスト、および測定するための基礎情報として使用されます。

配備後
(postdeployment)
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Java ESコンポーネント

Java ESは、製品コンポーネントおよび共有コンポーネントのコレクションで構成さ
れ、これらは互いに連携して、ネットワーク経由の分散型アプリケーションをサ
ポートします。インストール中、Java ESインストーラは選択可能なコンポーネント
を提示し、その多くは選択可能なサブコンポーネントを含んでいます。これらのコ
ンポーネントおよびサブコンポーネントがこの付録に一覧表示されています。

この付録には、Java ESコンポーネントの概要として簡単な説明が示されています。
特定のコンポーネントに関する詳細
は、http://docs.sun.com/app/docs/prod/entsys.5で利用可能なマニュアルセットを
参照してください。広範囲にわたる Java ESについての情報およびリソース
は、http://www.sun.com/bigadmin/hubs/javaes/からも利用できます。

この付録に一覧表示する Java ESコンポーネントは、カテゴリごとにグループ化さ
れ、次の節で説明されています。

■ 73ページの「システムサービスコンポーネント」
■ 77ページの「サービス品質コンポーネント」
■ 81ページの「共有コンポーネント」

システムサービスコンポーネント
Java ESシステムサービスコンポーネントは、分散型エンタープライズアプリケー
ションをサポートするために必要なインフラストラクチャーサービスを提供しま
す。これらのサービスには、17ページの「Java ESが必要な理由」で説明したよう
に、ポータルサービス、アイデンティティーサービスとセキュリティーサービス、
Webサービスとアプリケーションサービス、および可用性サービスが含まれます。
次の各節で Java ESシステムサービスコンポーネントについて説明します。

■ 74ページの「Access Manager 7.1」
■ 75ページの「Application Server Enterprise Edition 8.2」
■ 75ページの「Directory Server Enterprise Edition 6.0」
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■ 76ページの「Java DB 10.1」
■ 76ページの「Message Queue 3.7 UR 1」
■ 76ページの「Portal Server 7.1」
■ 77ページの「Service Registry 3.1」
■ 77ページの「Web Server 7.0」

Access Manager 7.1
Sun Java System Access Manager (Access Manager)は、認証、承認サービス、ポリシー
エージェント、およびアイデンティティー連携を統合し、ネットワークリソースを
保護するための包括的なソリューションを提供します。Access Managerは、Webサー
ビスアプリケーションおよびWebコンテンツに対する権限のないアクセスを防ぎ、
WebベースのサービスおよびWebベースでないアプリケーションを使用する顧客、
従業員、およびパートナのデジタル IDの管理プロセスを、組織が管理するためのイ
ンフラストラクチャーを提供します。これらのリソースは内部および外部の広範な
コンピューティングネットワークで利用される可能性があるため、IDごとに属性、
ポリシー、資格付与が定義および適用されて、これらのテクノロジへのアクセスが
管理されます。

Access Managerには、次のサブコンポーネントが含まれます。
■ Access Managerコアサービス:これを使用すると、ユーザーのアイデンティティー
を作成および管理したり、ユーザーのアイデンティティーに基づいて Java ESリ
ソースへのアクセスを許可するためのポリシーを定義および評価したりできま
す。

■ Access Manager管理コンソール:アイデンティティーサービスとポリシー管理を統
合し、ユーザーがDirectory Serverでユーザーアカウント、サービス属性、アクセ
ス規則を作成、管理するための単一グラフィカルインタフェースとなります。

■ 連携管理の共有ドメインサービス:ユーザーは、複数の関連するサービスプロバ
イダが提供するアプリケーションに単一の IDでアクセスできます。

■ Access Manager SDK:Access Managerへのリモートインタフェースを提供します。
このサブコンポーネントは、Access Managerにリモートアクセスする Java ESコン
ポーネントをホストするすべてのコンピュータ上にインストールする必要があり
ます。

■ Access Manager分散認証ユーザーインタフェース :セキュリティー保護されていな
い領域に配備されたポリシーエージェントまたはアプリケーションが、セキュリ
ティー保護された配備の領域にインストールされたAccess Manager認証サービス
と通信することを可能にするユーザーインタフェースを提供します。

■ Access Managerクライアント SDK:Access Managerサーバーにアクセス可能なスタ
ンドアロンのアプリケーションを実装して、認証、SSO、承認、監査、ロギン
グ、SAMLなどのサービスを使用できるようにします。

■ Access Managerセッションフェイルオーバークライアント:Access Manager
セッションフェイルオーバーを設定するために必要です。

システムサービスコンポーネント
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Application Server Enterprise Edition 8.2
Sun Java System Application Server (Application Server)は、サーバーサイド Javaアプリ
ケーションとWebサービスの開発および配信に使用する J2EE互換プラットフォーム
を提供します。主要な機能には、スケーラブルなトランザクション管理、コンテナ
管理された持続ランタイム、Webサービスパフォーマンス、クラスタ、高可用性
セッション状態、セキュリティー、および統合機能が含まれます。

Application Serverには、次のサブコンポーネントが含まれます。

■ ドメイン管理サーバー: Application Serverの管理や設定、また J2EEコンポーネン
トおよびアプリケーションの配備などのサーバー側の管理機能を提供します。

■ Application Serverノードエージェント:サーバーインスタンスをホストするすべて
のマシンで実行する軽量のプロセスで、サーバーインスタンスの停止、起動、お
よび再起動などの多くの管理作業を行います。

■ コマンド行管理ツール: Application Serverインストールおよびホストされたアプリ
ケーションの管理および設定を可能にする、コマンド行管理クライアントを提供
します。このツールは、アプリケーションの配備も支援します。

■ ロードバランスプラグイン。複数のApplication Serverインスタンス (スタンドアロ
ンまたはクラスタのどちらか)の間で均等にワークロードを分配するために使用
し、システムの全体のスループットを向上させます。また、1つのサーバーイン
スタンスから別のサーバーインスタンスへのフェールオーバーの要求を有効にす
るためにも使用します。

■ アプリケーションのサンプル。Application Serverの完全インストールでインス
トールされます。

Directory Server Enterprise Edition 6.0
Sun Java System Directory Server (Directory Server)は LDAPベースのディレクトリサー
バーで、イントラネット、ネットワーク、およびエクストラネットの情報に対す
る、一元化されたディレクトリサービスを提供します。Directory Serverは既存のシス
テムに統合され、従業員、顧客、仕入先、およびパートナ企業の情報を統合化に対
応した集中的リポジトリとして機能します。Directory Serverを拡張することで、ユー
ザーのプロファイルや設定情報、およびエクストラネットのユーザー認証を管理で
きます。

Directory Serverには、次のサブコンポーネントが含まれます。

■ Directory Server 6 Core Server:アイデンティティーデータを保存し管理するため
の、スケーラブルで安全な、柔軟性の高い手段を提供します。

■ Directory Service Control Center:ブラウザベースの管理インタフェースを提供し、
ディレクトリサービスおよびディレクトリプロキシサービスを設定します。

システムサービスコンポーネント
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■ Directory Serverコマンド行ユーティリティー:コマンド行から管理作業を行えるよ
うになります。

■ Directory Proxy Server 6 Core Server:仮想ディレクトリ機能を提供し、ディレクト
リサービスの可用性およびスケーラビリティーを向上させることによって、セ
キュリティーを強化します。

Java DB 10.1
Java DBは、Javaアプリケーションの開発用に軽量なデータベースを提供します。Java
DBは、100% JavaテクノロジによるデータベースであるオープンソースApache Derby
の、Sunがサポートする配布です。Java ES 5は、Java DBを製品コンポーネントとして
含む最初のリリースです。Java DBは最初Derby Databaseという名前の共有コンポー
ネントとしてリリースされ、Java ES 2005Q4に含まれていました。

Java DBには、次のサブコンポーネントが含まれます。

■ Java DBクライアント
■ Java DBサーバー

Message Queue 3.7 UR 1
Sun Java System Message Queue (Message Queue)は、アプリケーション間通信および信
頼性の高いメッセージ配信の問題に対する、標準ベースのソリューションです。
Message Queueは、JMS (Java Message Service)オープン標準を実装した企業向けの
メッセージングシステムです。

Message Queueの機能は、JMSプロバイダであることに加え、JMS仕様の最小要件を
満たしています。Message Queueソフトウェアを使用することで、異なるプラット
フォームおよびオペレーティングシステム上で稼動するプロセスが共通のMessage
Queueサービスに接続して、情報を送受信できます。アプリケーション開発者は、
ネットワーク間の通信方法に関する低レベルの詳細ではなく、アプリケーションの
ビジネスロジックに集中して作業を行うことができます。

Java ESインストーラでは、Message Queueはインストール可能な単一のコンポーネン
トとして提供されます。

Portal Server 7.1
Sun Java System Portal Server (Portal Server)は、アイデンティティーに対応したポータ
ルサーバーソリューションです。Portal Serverはパーソナル化、集約、セキュリ
ティー、統合、検索などの主なポータルサービスを組み合わせます。

Java ESインストーラでは、Portal Serverはインストール可能な単一のコンポーネント
として提供されます。

システムサービスコンポーネント
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Service Registry 3.1
Sun Java System Service Registry (Service Registry)は、Webサービス (UDDI)レジストリ
としても、エンタープライズビジネスXML (ebXML)レジストリとしても機能するリ
ポジトリであり、Webベースのサービス指向アーキテクチャー (SOA)アプリケー
ションをサポートします。UDDIレジストリは、Webサービスの登録と検索に使用さ
れ、ebXMLレジストリは、ビジネスプロセス統合のサポートに必要な情報アー
ティファクトの格納および管理に使用されます。これらのアーティファクトには、
XMLスキーマ、ビジネスプロセスルール、Webサービスアクセス制御、バージョン
管理、分類スキーマなどのメタデータが含まれます。

Service Registryには、次のサブコンポーネントが含まれます。

■ Service Registryクライアントサポート
■ Service Registry配備サポート

Web Server 7.0
Sun Java System Web Server (Web Server)は、マルチプロセスとマルチスレッドに対応
するセキュリティー保護されたWebサーバーであり、業界標準に基づいて構築され
ています。Web Serverは、高いパフォーマンス、信頼性、スケーラビリティー、およ
び管理能力を、中規模から大規模の企業に対して提供します。

Web Serverには、次のサブコンポーネントが含まれます。

■ Web Server CLI
■ Web Serverコア
■ Web Serverサンプル

サービス品質コンポーネント
Java ESサービス品質コンポーネントにより、システムサービスコンポーネントまた
は分散型アプリケーションコンポーネントが提供するサービス品質が向上します。
システムがほぼ連続的に稼動することを可能にする可用性コンポーネント、システ
ムサービスへのセキュリティー保護されたエンドユーザーアクセスを可能にするア
クセスコンポーネント、また Java ESソリューションの保守性の向上に使用するシス
テム管理コンポーネントがあります。

Java ESサービスコンポーネントをサポートするコンポーネントは、次のカテゴリに
グループ化され、この節で説明しています。

■ 78ページの「可用性コンポーネント」
■ 80ページの「アクセスコンポーネント」
■ 81ページの「監視コンポーネント」

サービス品質コンポーネント
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可用性コンポーネント
可用性コンポーネントは、システムサービスコンポーネントおよびアプリケー
ションコンポーネントがほぼ連続的に稼動することを可能にします。ここでは、次
の Java ES可用性コンポーネントについて説明します。
■ 78ページの「High Availability Session Store 4.4.3」
■ 78ページの「Sun Cluster 3.1 8/05および Sun Clusterエージェント 3.1」
■ 79ページの「Sun Cluster Geographic Edition 3.1 2006Q4」

High Availability Session Store 4.4.3
Sun Java System High Availability Session Store (HADB)が提供するデータストアを使用す
れば、障害発生時でもアプリケーションのデータが利用可能になります。この機能
は、クライアントセッションに関連付けられた状態情報の復元に特に重要です。こ
の機能がないと、セッション中に障害が発生した場合、セッションの再確立時にす
べてのオペレーションを繰り返す必要があります。

次の Java ESコンポーネントは、セッション状態情報を格納するサービスを提供しま
す。Application Server、Access Manager、およびMessage Queue。ただし、これらのコ
ンポーネントの中で、障害時にセッション状態を保持するためにHADBサービスを
使用できるのはApplication Serverのみです。

Java ESインストーラでは、HADBはインストール可能な単一のコンポーネントとし
て提供されます。ただし、HADBサービスを提供するにはサーバーとクライアント
の両方のサブコンポーネントが必要です。

Sun Cluster 3.1 8/05および Sun Clusterエージェント3.1

注 – Sun Clusterコンポーネントは、Solarisプラットフォームでのみサポートされま
す。

Sun Clusterソフトウェアは、高可用性サービスおよび高スケーラビリティーサービ
スを、Java ESと Java ESインフラストラクチャーに基づくアプリケーションに対して
提供します。

クラスタとは緩やかに結合された一連のコンピュータ (クラスタノード)のことであ
り、サービス、システムリソース、およびデータの単一のクライアントビューを一
括して提供します。クラスタの内部では、冗長コンピュータ、インターコネクト、
データ記憶域、およびネットワークインタフェースを使用して、クラスタベースの
サービスおよびデータに高可用性を提供します。 Sun Clusterソフトウェアは、メン
バーノードおよびその他のクラスタリソースの健全性を継続的に監視し、障害が発
生した場合でも、内部の冗長性を利用してそれらのリソースへのほぼ連続的なアク
セスを提供します。

サービス品質コンポーネント
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Java ESインストーラでは、Sun Clusterコアサブコンポーネントおよび Sun Cluster
エージェントが、個別にインストール可能なコンポーネントとして提供されます。
次の Sun Clusterエージェントが Java Enterprise Systemに含まれます。

注 –次のリストのHAは、高可用性を表します。

■ HA Application Server
■ HA Message Queue
■ HA Directory Server
■ HA Messaging Server
■ HA Application Server EE (HADB)
■ HA/Scalable Web Server
■ HA Instant Messaging
■ HA Calendar Server
■ HA Apache Tomcat
■ HA Apache
■ HA DHCP
■ HA DNS
■ HA MySQL
■ HA Sun N1 Service Provisioning
■ HA NFS
■ HA Oracle
■ HA Samba
■ HA Sun N1 Grid Engine
■ HA Solaris Containers

注 –エージェントのリストは、SPARCと x86では異なります。Sun Cluster Agentsにつ
いての詳細は、http://docs.sun.com/app/docs/prod/entsys.5の Sun Clusterのマ
ニュアルを参照してください。

Sun Cluster Geographic Edition 3.1 2006Q4
Sun Cluster Geographic Editionは、Sun Clusterソフトウェアを階層的に拡張したもので
す。この拡張は、地理的に離れた複数のクラスタを使用し、これらのクラスタ間で
データを複製する冗長なインフラストラクチャーを使用することによって、予期し
ない中断からアプリケーションを保護します。Java ES 5は、Sun Cluster Geographic
Editionを Java ES製品コンポーネントとして含む最初のリリースです。

Sun Cluster Geographic Editionには、次のサブコンポーネントが含まれます。

■ Sun Cluster Geographic Editionコア
■ Sun StorEdge Availability Suite
■ Hitachi Truecopy Data Replication Support (SPARCのみ)
■ EMC SRDF Data Replication

サービス品質コンポーネント
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注 – Sun Cluster Geographic Editionは、Solaris x86ではサポートされていません。

アクセスコンポーネント
アクセスコンポーネントは、システムサービスへのフロントエンドアクセスを可能
にし、多くの場合、エンタープライズファイアウォールの外にあるインターネット
からのアクセスを可能にします。ここでは、次の Java ESアクセスコンポーネントに
ついて説明します。

■ 80ページの「Portal Server Secure Remote Access 7.1」
■ 81ページの「Web Proxy Server 4.0.4」

Portal Server Secure Remote Access 7.1
Sun Java System Portal Server Secure Remote Access (Portal Server Secure Remote Access)
は、Portal Serverのコンテンツとサービスに対するブラウザベースのセキュリティー
保護されたリモートアクセスを任意のリモートブラウザに対して提供することで、
Portal Serverを拡張します。これにより、クライアントソフトウェアを用意する必要
がなくなります。Portal Serverとの統合により、ユーザーはセキュリティー保護され
たアクセスで、アクセス権があるコンテンツやサービスにアクセスすることができ
ます。

Portal Server Secure Remote Accessには、次のサブコンポーネントが含まれます。

■ Portal Server Secure Remote Accessコア:コア機能を提供します。
■ ゲートウェイ:インターネットから送信されるリモートユーザーセッションと企
業イントラネットの間のインタフェースおよびセキュリティーバリアとして機能
します。ゲートウェイは単一のインタフェースにより、内部Webサーバーとアプ
リケーションサーバーのコンテンツをリモートユーザーに安全に提供し、Portal
Serverとさまざまなゲートウェイインスタンスとの通信を制御します。

■ Netlet Proxy:インターネットなどのセキュリティー保護されていないネットワー
クを通じて、一般的なTCP/IPサービスを安全に実行できます。Netletを使用する
ことで、telnet、SMTP、HTTP、固定ポートアプリケーションなどのアプリケー
ションを実行できます。Netletにより、ファイルシステムおよびディレクトリの
リモートアクセスおよび操作が可能になり、クライアントブラウザ上のNetletア
プレット、ゲートウェイ、およびアプリケーションサーバー間のセキュリティー
保護された通信を確保します。

■ Rewriter Proxy:ゲートウェイとイントラネットコンピュータの間のHTTPトラ
フィックをセキュリティー保護することができます。Rewriterは、Webリンクを
転送し、イントラネットのWebページの扱いに関するルールセットを作成するこ
とで、イントラネット外から企業イントラネットのWebページへのセキュリ
ティー保護されたアクセスを提供します。

サービス品質コンポーネント
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Web Proxy Server 4.0.4
Sun Java System Web Proxy Server (Web Proxy Server)は、Webコンテンツの
キャッシュ機能、フィルタリング機能、および配信機能を提供します。Web Proxy
Serverは通常、企業のファイアウォールの内側ではリモートのコンテンツサーバーに
対する要求数を低減するために使用され、ファイアウォールの外側では受信された
インターネット要求に対するセキュリティー保護されたゲートウェイを提供するた
めに使用されます。

Java ESインストーラでは、Web Proxy Serverはインストール可能な単一のコンポーネ
ントとして提供されます。

監視コンポーネント
Sun Java System Monitoring Console 1.0 (Monitoring Console)には、Java ES配備内のすべ
てのノードエージェントに接続するマスターエージェントが含まれます。Monitoring
Consoleは、Sun Java System Monitoring Framework 2.0 (Monitoring Framework)によって
サポートされ、監視対象コンポーネントの属性を公開するために、すべての監視対
象コンポーネントに必要なインストゥルメンテーションとノードエージェントを提
供する、共有コンポーネントです。それぞれの製品コンポーネントは監視可能な属
性を表すオブジェクトを公開し、ノードエージェントはホスト上の複数のコンポー
ネントの表示を集約します。監視についての詳細は、『Sun Java Enterprise System 5監
視ガイド (UNIX版)』を参照してください。

共有コンポーネント
共有コンポーネントは、Java ESのシステムサービスコンポーネントとサービス品質
コンポーネントが依存するローカルサービスとテクノロジサポートを提供します。
特定のホストコンピュータ上で稼動するすべての Java ESコンポーネントが共有でき
るローカルライブラリです。Java ESインストーラは、ホストコンピュータにインス
トールされたほかの Java ESコンポーネントをサポートするために必要なすべての共
有コンポーネントを自動的にインストールします。

Java ESには、次の共有コンポーネントが含まれます。
■ ACL (Apache Common Logging) 1.0.4
■ ANT (Jakarta ANT Java/XMLベースのビルドツール) 1.6.5
■ BDB (Berkeley Database) 4.2.52
■ Common Agent Container 1.1 (Sun Clusterのみ)
■ Common Agent Container 2.0
■ FastInfoSet 1.0.2
■ ICU 3 ((International Components for Unicode) 3.2

共有コンポーネント
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■ J2SE (Java 2 Platform, Standard Edition) 5.0 Update 6 (バージョン 5.0 Update 3はHP-UX
をサポート)

■ JAF (JavaBeansTM Activation Framework) 1.0.3
■ JATO (Java Studio Web Application Framework) 2.1.5
■ JavaHelpTM 2.0
■ JavaMailTM API 1.3.2
■ JAXB (Java Architecture for XML Binding) 2.0.3
■ JAXP (Java API for XML Processing) 1.3.1
■ JAXR (Java API for XML Registries) 1.0.8
■ JAXRPC (Java API for XML-based Remote Procedure Call) 1.1.3_01
■ JAXWS (Java API for Web Services) 2.0
■ JDMK (Java Dynamic Management Kit) 5.1.2
■ JSS (Java Security Services) 4.2.4
■ JSS3 (Java用のネットワークセキュリティーサービス) 3.1.11
■ JSTL (JavaServer PagesTM Standard Tag Library) 1.0.6
■ KTSE (KT Search Engine) 1.3.4
■ LDAP C SDK 6.0
■ LDAP Java SDK 4.19
■ MA Core (Mobile Access Core) 6.3.1
■ NSPR (Netscape Portableランタイム) 4.6.3
■ NSS (ネットワークセキュリティーサービス) 3.11
■ NSSU (Network Security Service Utilities) 3.11
■ SAAJ (SOAP with Attachments API for Java) 1.3
■ SASL (Simple Authentication and Security Layer) 2.19
■ Sun Explorer Data Collector (Solaris OSのみ) 4.3.1
■ Sun Java System Monitoring Framework 2.0 (Monitoring Console 1.0をサポート)
■ Sun Java Webコンソール 3.0.2
■ WSCL (Web Services Common Library) 2.0
■ XWSS (XML Web Services Security) 2.0

共有コンポーネント
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